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写真付き住民基本台帳カードの交付手数料が 無無 料料 になりました！

最近、公的な身分証明書を求められて困ったことはありませんか？
金融機関などで、本人確認のための身分証明書の提示を求められることが多くなりました。北島町でも、法律の改正により平成２０年
５月から戸籍・住民票等の証明書の交付を請求される際に、窓口へこられた方の本人確認を実施しています。
なかでも戸籍謄（抄）本の請求については、運転免許証などの顔写真付き証明書をお持ちでない方は、健康保険証と年金手帳など２
点を提示していただいています。しかし、いつも持ち歩くものばかりではありませんので、お手数をおかけすることがあります。こん
なとき便利なのが「写真付き住民基本台帳カード」です。
平成１５年より始まった「写真付き住民基本台帳カード」は、本人確認を行う際の公的な身分証明書としてご利用いただけます。銀行
のキャッシュカードやクレジットカードと同じ大きさのカードですので、携帯しやすく、運転免許証をお持ちでない方などには、特に
お勧めのカードです。また、ｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）などの電子申請をされる際にも住基カードが必要です。
４月２０日から本人確認機能が強化された新しいカードに変更され、いっそう利用していただき易くなりました。（今までの住基カー
ドも引き続きご利用いただけます）
北島町では、住民の方の利便性向上と住基カード普及促進のため、期間限定で「写真付き住民基本台帳カード」の交付手数料を無料
とすることにいたしました。
無料交付期間：平成２３年３月３１日まで
※住民基本台帳カードには顔写真付きと顔写真なしの２種類ありますが、無料となるのは顔写真付きの住民基本台帳カードです。
この機会に、住民基本台帳カードを作ってみられてはいかがでしょうか。
お問い合わせ先 北島町住民課 �６９８―９８０４

住民基本台帳カードの申請について

■申請者
交付を受ける本人
（未成年の場合 １５歳未満は 法定代理人、１５歳以上２０歳未満は 本人または法定代理人のどちらか一方）
＊法定代理人とは、２０歳未満の子の親権者又はその他法律上定められた代理人のことです。法定代理人による申請の場合は、法定代
理人であることを証する書面（戸籍謄本等）が必要です。

■住民基本台帳カードには２種類あります。
Ａ 顔写真付き（本人確認に利用できます） Ｂ 顔写真なし
＊希望者にはカードに点字加工もできます。
＊有効期限は発行の日から１０年です。
ただし、他市町村へ転出した場合や住民票コードを変更した場合には、１０年以内でも返納していただくようになります。

■交付手数料 ５００円
（※ただし、平成２１年４月１日～平成２３年３月３１日までの間は顔写真付きの住基カードの新規交付については無料です。）
■交付申請先 北島町住民課

■申請時に必要なもの
Ａ 顔写真付きの場合
１．本人確認できる証明書 �．顔写真付きの証明書……………運転免許証・パスポートなど

�．�の証明書をお持ちでない方…健康保険証・年金手帳など
２．印鑑
３．写真１枚（４．５�×３．５� 無帽・無背景で申請前６カ月以内に撮影したもの）
Ｂ 顔写真なしの場合
１．本人確認できる証明書 �．顔写真付きの証明書……………運転免許証・パスポートなど

�．�の証明書をお持ちでない方…健康保険証・年金手帳など
２．印鑑
＊ただし、�の証明書で本人確認させていただいた方は、写真が必要です。（顔が鮮明であればスナップ写真可）

交付の準備ができましたら（およそ２週間）、「カード交付通知書兼回答書」を郵送いたしますので、ご本人（または法定代理人）
がご持参下さい。
★ｅ－Ｔａｘなどをされる方で電子申請手続きを行う場合は、住民基本台帳カードを作成後に、電子証明書の発行 の手続きを行う
必要があります。手続きは、住民基本台帳カードの受け取り時に、続けて行うことが出来ます。（手数料５００円）

北
島
町
で
も
定
額
給
付
金
の
申
請

受
付
け
が
始
ま
っ
た
。
バ
ラ
マ
キ
予

算
と
の
不
評
も
あ
っ
た
が
、
凡
人
の

私
は
、
く
れ
る
と
な
れ
ば
や
は
り
う

れ
し
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

も
我
々
の
税
金
で
あ
り
、
財
源
が
不

足
と
な
れ
ば
ど
こ
か
で
収
入
を
図
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
消
費
税
が
検
討
さ

れ
て
い
る
様
だ
。
や
は
り
タ
ダ
で
は

く
れ
な
い
と
い
う
事
だ
。

さ
て
、
こ
の
申
請
方
法
に
親
切
心

が
欠
け
て
い
る
。
ま
ず
申
請
者
本
人

確
認
書
類
と
、
振
込
先
の
預
金
口
座

番
号
の
二
つ
の
コ
ピ
ー
を
添
付
せ
よ

と
あ
る
。
こ
れ
は
当
然
で
あ
る
が
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
人
達
に
と

っ
て
は
、
コ
ピ
ー
の
取
り
方
さ
え
分

か
ら
な
い
人
が
多
い
と
思
う
。
事
実
、

私
の
近
所
に
そ
う
い
う
方
が
お
ら
れ

「
高
い
コ
ピ
ー
機
を
買
っ
て
ま
で
申

請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
分
辛
抱
す
れ
ば
良
い
」
と

言
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
「
三
十
円
だ

せ
ば
役
場
の
受
付
け
で
コ
ピ
ー
し
て

く
れ
ま
す
よ
」
と
伝
え
た
。
そ
う
い

う
風
に
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
に
と
っ
て
は
、
手
続
き
を
繁
雑
に

感
じ
て
い
る
。
全
国
画
一
的
な
案
内

で
は
な
く
、
文
面
を
一
度
良
く
吟
味

し
、
誰
で
も
分
か
る
よ
う
細
か
い
心

配
り
が
町
に
も
求
め
ら
れ
る
。

（２）町報２００９．５
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主催 北島町北北島島町町国国際際交交流流研研修修事事業業募募集集ののおお知知ららせせ
１ 事業の目的

国際化の進む中で、これからの北島町を担う中学

生を海外に派遣し、国際的視野を広めるとともに訪

問国において同世代の学生と各種の交流活動を行い、

国際化時代にふさわしい人材を育てることを目的と

する。

２ 派 遣 先 カナダ（バンクーバー）

３ 派遣時期 平成２１年９月１７日�～９月２４日�
４ 応募資格・条件

�町に在住する中学２～３年生（既に本事業に参
加した生徒は除く）

�国際交流に積極的に意欲をもっている生徒
�心身ともに健康で海外研修・団体行動のできる
生徒

５ 募集人員 １２名

６ 研修の概要

�生活体験学習（ホームステイ）
�現地の学校での各種交流事業等
�バンクーバー都市見学等

７ 経 費

この事業実施に要する経費は、町と国際交流研修

事業基金から補助し、参加者負担額は約１４０，０００円

とする。ただし、パスポート取得費用、任意保険料、

国内・外空港税、燃油サーチャージ代、徳島⇔東京

間移動費用等は個人負担とする。

８ 申込み・選考

�募集期間 平成２１年５月１８日�～５月２９日�
平日８：３０～１７：００（時間厳守）

�選考方法 面接（英語で自己紹介）

作文（８００字程度・日本語）

◆作文のテーマについては、選考日

当日に発表します。◆

�選 考 日 平成２１年６月３日� １５時

役場７Ｆ

９ 事前研修・説明会 平成２１年６月１０日�
１９時から（実施予定）

１０ 事後報告 研修反省会及び研修報告書の提出

１１ 申込み・問い合わせ先

北島町教育委員会（	６９８―９８１２）

北北島島町町「「水水道道週週間間」」のの実実施施町町内内一一斉斉清清掃掃のの
おお知知ららせせ

生生活活産産業業課課 厚
生
労
働
省
及
び
徳
島
県
で
は
、
今

年
で
五
十
一
回
目
に
な
り
ま
す
「
水
道

週
間
」
を
設
け
、
関
係
者
が
連
携
し
て

広
報
活
動
等
の
運
動
を
重
点
的
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
「
お
い
し
い
ね

こ
の
水
未
来
に

い
つ
ま
で
も
」
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
本
町
で
も

次
の
通
り
「
水
道
週
間
」
を
設
け
、
広

報
活
動
等
の
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
北
島
町
の
水
道
に

つ
い
て
更
に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を

深
め
、
も
っ
て
水
道
事
業
の
発
展
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

記

◎
期
間

平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
�

〜
六
月
七
日


ま
で

こ
の
期
間
、
役
場
四
階
水
道
課
で
先

着
五
十
名
様
に
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
お
一

人
様
一
個
）
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

（
土
・
日
は
休
み
）

☆
水
道
施
設
見
学
会
の
開
催

一
、
日
時

六
月
七
日



午
前
九
時
か
ら
受
付

午
前
九
時
三
十
分
開
会

（
小
雨
決
行
）

二
、
場
所

北
島
町
浄
水
場
（
高
房
字

勝
瑞
境
九
七
―
四
・
	
六
九
八
―
七
四

三
二
）

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
参
加
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
粗
品
贈
呈
）

見
学
会
に
参
加
さ
れ
ま
す
方
は
大
変
お

手
数
で
す
が
六
月
三
日
�
ま
で
に
水
道

課
（
六
九
八
―
九
八
一
〇
）
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
施
設
管
理
の
都
合
上
、

先
着
六
十
名
様
ま
で
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
ま
た
、
浄
水

場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
大

変
恐
縮
で
す
が
当
日
は
、
自
転
車
も
し

く
は
徒
歩
等
で
お
越
し
下
さ
い
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●実施日時

５月２４日
午前８時３０分より。小雨
決行。（※雨天の場合は５月３１日
）。
●実施内容

各地域の除草、空き缶・空きびん拾

いの清掃。（ただし、ヘドロやその他

のゴミは収集しません）

●雑草、空き缶・空きビンの収集依頼

について

５月１８日�までに生活産業課へご連
絡ください。

●薬剤の配布（小溝の害虫駆除剤）

５月１２日から５月２２日の期間内に庁

舎２階生活産業課にて配布します。

お問い合わせは生活産業課まで

（	６９８―９８０６）

（３） 町報２００９．５



平成２１年４月から「ねんきん定期便」がはじまります

平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
、
社
会

保
険
庁
は
、
国
民
年
金
及
び
厚
生
年

金
に
加
入
し
て
い
る
方
に
、
「
ね
ん

き
ん
定
期
便
」
の
送
付
を
は
じ
め
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
加
入
者
お
一
人
お
ひ
と

り
に
対
し
、
保
険
料
納
付
実
績
や
年

金
額
の
見
込
な
ど
、
年
金
に
関
す
る

個
人
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
お
知
ら

せ
し
、
現
役
世
代
、
特
に
若
い
世
代

の
方
に
保
険
料
負
担
と
年
金
給
付
の

関
係
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
の
誕
生
月
に
送

付
す
る
も
の
で
す
。

定
期
便
の
通
知
内
容

こ
の
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
通

知
内
容
は
、

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
・
納

付
済
月
数
等
）

②
五
十
歳
未
満
の
方
に
は
加
入
実
績

に
応
じ
た
年
金
見
込
額
、
五
十
歳
以

上
の
方
に
は
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

作
成
時
点
の
加
入
制
度
に
引
き
続
き

加
入
し
た
場
合
の
将
来
の
年
金
見
込

額
（
年
金
受
給
中
の
方
に
は
年
金
見

込
額
は
通
知
さ
れ
ま
せ
ん
）

③
保
険
料
の
納
付
額
（
加
入
者
負
担

分
累
計
）

④
年
金
加
入
歴
（
加
入
制
度
、
事
務

所
名
、
加
入
者
資
格
取
得
・
喪
失
年

月
日
等
）

⑤
厚
生
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月

毎
標
準
報
酬
月
額
、
賞
与
額
、
保
険

料
納
付
額

⑥
国
民
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月

毎
の
保
険
料
納
付
状
況
（
納
付
、
未

納
、
免
除
等
の
別
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
二
十
二
年
度
以
降
に
お
い

て
は
、
右
の
①
〜
③
に
つ
い
て
は
更

新
し
て
通
知
さ
れ
、
⑤
、
⑥
に
つ
い

て
は
直
近
一
年
分
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
節
目
年
齢
（
三
十
五
歳
、
四

十
五
歳
、
五
十
八
歳
）
の
方
々
に
は
、

二
十
一
年
度
と
同
じ
内
容
の
も
の
が

更
新
し
て
通
知
さ
れ
ま
す
。

送
付
用
封
筒

年
金
記
録
に「
も
れ
」や「
誤
り
」が

あ
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
オ
レ
ン

ジ
色
の
封
筒
で
、
そ
れ
以
外
の
方
に

は
水
色
の
封
筒
で
お
送
り
し
ま
す
が
、

ど
ち
ら
の
封
筒
を
受
け
取
っ
た
場
合

で
も
必
ず
内
容
を
ご
確
認
下
さ
い
。

定
期
便
に
同
封
さ
れ
る
も
の

�
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
ご
回
答

い
た
だ
い
て
い
な
い
方
に
は
、
回
答

を
お
願
い
す
る
文
書
を
同
封
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。
特
に
、
ご
本
人
の
も
の
で
あ

る
可
能
性
の
高
い
加
入
記
録
が
あ
る

方
に
は
、
そ
の
加
入
期
間
の
取
得
ま

た
は
喪
失
の
年
月
日
な
ど
の
「
お
知

ら
せ
」
を
同
封
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
十
九
年
度
に
送
付
さ
れ
た
「
ね
ん

き
ん
特
別
便
」
に
「
訂
正
な
し
」
と

回
答
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
ご
本
人
さ

ん
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
加

入
記
録
が
あ
る
方
に
は
、
そ
の
加
入

期
間
の
取
得
ま
た
は
喪
失
の
年
月
日

な
ど
の
「
お
知
ら
せ
」
を
同
封
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
再
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

�
ま
た
、
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が

あ
る
方
の
う
ち
、
標
準
報
酬
月
額
等

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
修
正
し
た
事
跡
が

あ
る
方
に
は
、
該
当
す
る
加
入
記
録

に
つ
い
て
「
お
知
ら
せ
」
を
同
封
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

年
金
加
入
記
録
回
答
票

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」に
は
、
加
入

記
録
を
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め
の

「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」
が
同
封

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
回
答
票
に
は

次
の
二
種
類
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
前
記
�
、
�
の
文
書
・
お
知
ら
せ

が
同
封
さ
れ
た
方
お
よ
び
五
十
八
歳

の
方
に
送
付
す
る
回
答
票
（
青
色
の

回
答
票
）

※
年
金
加
入
記
録
に
つ
い
て「
も
れ
」

や「
誤
り
」の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
ず
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
前
記
�
の
お
知
ら
せ
が
同
封
さ
れ

た
方
お
よ
び
前
記
�
、
�
の
文
書
・

お
知
ら
せ
が
同
封
さ
れ
て
い
な
い
方

に
送
付
す
る
回
答
票
（
白
色
の
回
答

票
）

※
年
金
加
入
記
録
に
つ
い
て「
も
れ
」

や「
誤
り
」の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
ず
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

�
〇
八
八
―
六
五
五
―
〇
九
一
一

に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
高
齢
に
な
る
ほ
ど
肺
炎
に
よ

る
死
亡
の
割
合
は
高
く
な
り
ま

す
。
特
に
八
十
歳
以
上
の
方
で

は
、
死
因
の
第
一
位
に
な
っ
て

い
ま
す
。

肺
炎
で
最
も
多
い
「
肺
炎
双

球
菌
」
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
が

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
こ

れ
は
、
一
回
の
接
種
で
五
年
間

以
上
の
免
疫
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
肺
炎
を
予
防
す
る

た
め
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
次
の
要
領
で
実
施

し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
予
防
接

種
は
生
涯
に
一
回
限
り
で
す
。

◎
対
象
者

北
島
町
に
住
民
票
を
有
す
る

七
十
五
歳
以
上
の
方
（
接
種
日

に
七
十
五
歳
以
上
な
ら
接
種
可

能
）※

今
ま
で
に
接
種
し
た
こ
と

が
あ
る
方
は
、
接
種
で
き
ま
せ

ん
。

◎
接
種
期
間

平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
〜

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

◎
実
施
医
療
機
関

越
智
外
科
胃
腸
科
、
片
山
医

院
、
木
下
医
院
、
高
田
整
形
外

科
病
院
、
田
根
内
科
、
新
居
内

科
、
平
野
内
科
、
堀
口
整
形
外

科
、
三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
山
田

外
科
内
科
、
山
本
内
科
胃
腸
科
、

吉
野
川
病
院
、
吉
田
産
婦
人
科
、

い
の
も
と
眼
科
内
科
、
北
島
こ

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
健
生
き
た

じ
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
こ
ま
つ
ば

ら
整
形
外
科
、
ル
ナ
ウ
イ
メ
ン

ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
順
不
同
）

◎
接
種
回
数

生
涯
一
回

※
二
度
の
接
種

は
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
出
る
お

そ
れ
が
あ
る
た
め
、
現
在
、
日

本
で
は
一
生
に
一
回
の
み
で
す
。

◎
自
己
負
担

六
五
〇
〇
円

◎

申
し
込
み

事
前
に
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
ま
れ
た
後
、
予
診
票
を

お
送
り
し
ま
す
。

◎
持
参
品

予
診
票
・
住
所
や
生
年
月
日

が
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証

な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、

一
緒
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
六
九
八
―
八
九
〇
九

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり
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行政相談委員が委嘱されました「歴史に学ぼう�防災情報」
当町担当の行政相談委員新敏裕さんの退任に伴い、平成２１
年４月１日付けで、藤田俊男さんが新たに総務大臣から行政
相談委員に委嘱されましたのでお知らせします。
役所等の仕事について、苦情や意見・要望がある方は、行
政相談委員へお気軽にお申し出ください。

北島町では、大正元年の大洪水で町内全域で大
被害を受けました。そこで、当時の状況を感じて
いただくために、北島町役場の南側駐車場及び町
内各小学校に「海抜柱」を設置し、町内５箇所に
「海抜表示板」を表示しました。今後も「海抜表
示板」を町内各所に表示していく予定です。そこ
で、是非ここに表示して欲しいとの希望がある場
合は、北島町役場総務課（�６９８―９８０１）までご連
絡ください。 ふじ た とし お

行政相談委員 藤田 俊男 さん

住 所：新喜来字南古田２７

電 話：６９８―５９０９

中村地区の海抜表示板役場前の海抜柱

また、当町では、上記委員のほかに、次の行政相談委員も
再委嘱されておりますので、お気軽にご相談ください。

お 知 ら せ
『毎月２０日はあいさつ運動の日』です。

５月の「あいさつ運動」は２０日�に行います。

新緑のさわやかな風とともに
笑顔のあいさつを交わしましょう。

笑顔のあいさつで 今日も元気１００倍！
北島町青少年健全育成町民会議

おか だ かず こ

行政相談委員 岡田 和子 さん

住 所：北村字新川屋２７

電 話：６９８―３４５５

≪ ご み ニ ュ ー ス ≫

～ 在宅医療廃棄物の処理について ～

在宅医療で使用された廃棄物（注射器・点滴針、輸液バッグ、チューブ

・カテーテル、注射筒）が「容器包装プラスチックごみ」の収集日に出さ

れていることがあります。特に鋭利な医療用注射針・点滴針がごみ袋に入

っている場合、感染症の恐れもあり、非常に危険です。収集された容器包

装プラスチックごみは、選別作業場において、ひとつひとつ手作業で袋を

破り、中身をリサイクルできるものとできないものに選別しています。

収集作業員・選別作業員が廃棄物から感染することを防ぎ、在宅医療廃

棄物を安全に収集、運搬及び処分するため、清掃センターへ直接持ち込む

か、不燃・粗大ごみ収集申込みはがきにて収集を依頼してください。

また、在宅医療廃棄物の処理についてご相談を受け付けていますので、

清掃センター（�６９８―４０５２）までご連絡ください。

今
月
の
ご
み
対
策
啓
発
優
秀
ポ
ス
タ
ー

北
島
中

笠
井

千
尋

生ごみは水切りをしていただき、可燃ごみの減量化にご協力をお願いします。

①可燃ごみの月別収集量
４月
350t
?t

３月
331t
331t

±0t

２月
298t
271t

27t減

平成２０年度
平成２１年度

増減量

②プラスチック容器・包装類の月別収集量
４月
37t

78.3%
?t
?%

３月
39t

65.9%
38t

85.9%

20.0%増

２月
35t

70.6%
36t

70.5%

0.1%減

平成２０年度
再資源化率（％）
平成２１年度

再資源化率（％）

再資源化率の増減
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主 任 杉生 勇 主 任 中野 浩
技 師 井上 雅文 技 能 員 浅野 稔
技 能 員 亀田 卓洋 技 能 員 新居 良則
技 能 員 谷岸 勝吉 技 能 員 山田 幸生
技 能 員 高橋 宏 技 能 員 灰田 憲司
技 能 員 佐藤 純一 技 能 員 増田 直人

クリーンセンター
ＩＮＳ６９８‐８６９１ FAX６９８‐３９６８

水質及び汚濁の検査、施設運転維持管理
下水処理場維持管理、し尿収集許可業者指導

所長（兼務） 北島 周二 主 査 富永 宜之
技 能 員 新 裕史 技 能 員 矢野 良英

建 設 課
TEL６９８‐９８０８ FAX６９８‐２１７５

道路・橋梁・河川・公園の建設管理
都市計画、土地開発公社
流域・公共下水道事業

課 長 尼寺 宗市 主幹兼議長補佐 久次米孝祥
技術主査 樫原 達也 技術係長 片岡 学
係 長 亀田真由美 主 事 中西 康文
主 事 濱川 豪 技 師 加集 大志
技 師 粟田 友也

出 納 室
TEL６９８‐９８０９ FAX６９８‐８４９４

収入及び支出、現金の出納・管理
現金及び財産の記録保管
決算の調整、指定金融機関

会計管理者兼室長 小林 喜代 係 長 福井美穂子

水 道 課
TEL６９８‐９８１０ FAX６９８‐０４６１

取水、送水、配水計画、水質・浄水場管理
給配水工事、漏水調査

課 長 倉本 裕敏 課長補佐 三木 泰徳
技術主査 上野 清志 主 任 高井 宏典
主 事 坂東 真美 主 事 三好 征治
主 事 橋本奈緒子

議会事務局
TEL６９８‐９８１１ FAX６９８‐２１７６

町議会全般、監査事務

局長（主幹） 岡崎 和彦 書記係長 那須 桂子

教育委員会事務局
TEL６９８‐９８１２ FAX６９８‐１１２１

教育委員会、学校教育、施設整備、就学援助
生涯学習、人権教育、文化財、公報委員会
体育協会、体育指導委員会、スポーツ少年団
子ども会

局 長 渡辺 文敏 県社会教育主事 杉本 良
社会教育指導員 下山 武夫 局長補佐 小西 昌幸
局長補佐 村上 茂之 局長補佐 水野 和代
係 長 山田謙一郎 主 事 高橋みゆき
主事（兼務） 川村 泰弘 技 能 員 多田 勝彦

図書館・創世ホール
TEL６９８‐１１００ FAX６９８‐１１８０

図書・資料保存、貸出、ホール事業の企画実施
施設の利用、管理

館長（兼務） 小西 昌幸 係 長 向井久美子
司 書 堀 真結子 司 書 亀井三恵子
司 書 山田佳代子

給食センター
TEL６９８‐２６０１ FAX６９８‐９６９６

調理及び配送、洗浄、物資発注、献立作成
栄養指導、調理指導

所長（兼務） 水野 和代 県学校栄養士 川村 圭子
所長補佐 福井 和輝 調 理 員 朝野 亮
調 理 員 新田 尚美 調 理 員 梅川 健一
調 理 員 上藤 利博

北島幼稚園
TEL・FAX６９８‐３５７２

教頭（兼務） 北島 千鶴 主 任 生藤 英子
教 諭 栗本佐知子

北島北幼稚園
TEL・FAX６９８‐３５７１

教 頭 北島 千鶴 教 諭 津川 敬美

北島南幼稚園
TEL・FAX６９８‐３５７３

教頭（兼務） 北島 千鶴 主 任 河島 恵子
教 諭 佃 志乃

（６）町報２００９．５



北島町組織表
平成２１年４月１日

町 長 山田 昌弘
副 町 長 山本 廣
教 育 長 眞島 豪之
教育次長 北島 孝昭

所属名、電話、事務概要、職名、氏名

総 務 課
TEL６９８‐９８０１ FAX６９８‐３６４２

総合計画、財政計画、普通財産管理、議会
職員の任用、服務、統計、情報公開、電算管理
広報、消防防災、交通安全、国際交流

課 長 藤本 宏 課長補佐 森本 明
技術主査 藤高 繁利 主 査 大西 徹
主 査 朝野 真紀 主 事 石田 克夫
主 事 山本 由佳 主 事 平尾 和之
主 事 川村 泰弘 主 事 小松 真司
主 事 山田 和義

税 務 課
TEL６９８‐９８０３ FAX６９８‐８４９４

町税の賦課徴収、国民健康保険税
介護保険料（第２号被保険者）

課 長 水主 博文 主 査 田島 恵子
係 長 藤田 浩章 係 長 宮城 久美
係 長 佐野 広行 係 長 真柴 美帆
主 事 金磯 秀樹 主 事 神原 有加
主 事 横山真理子 主 事 生藤 健介
主 事 弘永 怜也

住 民 課
TEL６９８‐９８０４ FAX６９８‐８４９４

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録、外国人登録
人権、選挙

課 長 森 和雄 主 査 粟田 洋美
係 長 稲井 知子 係 長 印藤 勤
主 事 川口明日香 主 事 中村 美菜

民生児童課
TEL６９８‐９８０２ FAX６９８‐３６４２

社会福祉、民生・児童委員、生活保護
重度医療等、母子・寡婦福祉、保育所入所

課 長 佐川 愛治 課長補佐 山田 勝子
係 長 森本 秀樹 係 長 坪井 孝文
主 事 槙内 佳美

保 育 所
ＩＮＳ６９８‐３８５８ FAX６９８‐３９２５

乳幼児の保育・健康管理、乳幼児の給食

所長（兼務） 佐川 愛治 所長補佐 人見 敏子
副主任保育士 阿木 道代 保 育 士 梶原 里美
保 育 士 原田 佳美 保 育 士 大江 和代
保 育 士 海川 友子 保 育 士 藤田真由美
保 育 士 野口 直子 調 理 員 富永 弘恵
調 理 員 前田 孝徳

保険福祉課
TEL６９８‐９８０５ FAX６９８‐８４９４

国民健康保険、老人福祉、国民年金
介護保険、介護保険料（第１号被保険者分）
後期高齢者医療

課 長 近藤 稔夫 課長補佐 尼寺かつ美
課長補佐 中谷佐多子 係 長 井住 孝士
係 長 廣瀬 晃代 係 長 武市 芳美
主 事 小山 武夫 主 事 岡田 好弘
主 事 三木 一正

保健相談センター
ＩＮＳ６９８‐８９０９ FAX６９８‐８９２５

母子・成人・精神保健事業、乳幼児医療
予防接種、生活習慣病予防、栄養指導
包括的支援事業（介護予防）

所長（兼務） 中谷佐多子 保 健 師 瀧口 美紀
保 健 師 ジョーンズ敏子 保 健 師 笹田 憲司
保 健 師 村上 明華 主 事 喜田 慎也
管理栄養士 大藤 恵

生活産業課
TEL６９８‐９８０６ FAX６９８‐３６４２

環境衛生、公害防止、農業委員会、農地利用
衛生組合・地域下水道、農業・商工・観光

課 長 人見 隆雄 課長補佐 北島 周二
課長補佐 田邨 勇二 主 査 東條 誠司
主 任 撫養 秀樹 係 長 飯坂 桂司
主 事 松浦 弘典 主 事 乾 玲子
主 事 板東かおり

清掃センター
ＩＮＳ６９８‐４０５２ FAX６９８‐７４５０

一般廃棄物の収集・運搬、焼却施設の運転管理
容器包装リサイクル法、家電リサイクル法
集積所管理

所長（兼務） 田邨 勇二 技術主査 中田 浩文

（７） 町報２００９．５



こ
の
た
び
の
定
期
異
動
に
よ
り
ま

し
て
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
北
島
中
学

校
に
赴
任
し
、
「
チ
ー
ム
北
島
」
の

一
員
に
な
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
誇

り
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
や
保
護
者
の
願
い
を
真
摯
に

受
け
止
め
一
生
懸
命
に
取
り
組
め
ば
、

純
粋
な
子
ど
も
た
ち
は
必
ず
応
え
て

く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
真
剣
に

教
育
に
あ
た
り
、
個
人
の
持
ち
味
や

ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
、
子
ど
も
た
ち

に
自
信
と
誇
り
、
夢
と
感
動
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
教
職
員
集
団
で
あ

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
力
、
教
職
員
の
力
、

保
護
者
・
地
域
の
力
を
結
集
し
、「
北

島
力
」
を
高
め
、
北
島
町
の
宝
物
で

あ
る
す
ば
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
、
新
た
な
「
北
島
物
語
」
を
創

造
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

『
希
望
』

『
た
く
ま
し
く
』

『
自
信
』

『
ま
わ
り
と
の
絆
』

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
北
島
中

学
校
に
関
係
す
る
全
て
の
人
が
幸
せ

に
な
る
た
め
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
心
か
ら
願
い
、
着
任
の
挨
拶
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
緑
が
目
に
す
が
す
が
し
い
好
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
定
期

異
動
に
よ
り
美
馬
市
立
重
清
北
小
学

校
よ
り
転
任
し
て
参
り
ま
し
た
。
輝

か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
北
島
南

小
学
校
で
勤
務
さ
せ
て
頂
き
ま
す
こ

と
は
、
大
変
光
栄
な
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。

私
は
十
年
前
に
、
本
校
で
勤
務
さ

せ
て
頂
き
、
こ
の
度
、
二
回
目
の
勤

務
と
な
り
ま
す
。
こ
の
十
年
間
で
校

区
の
様
子
は
ず
い
ぶ
ん
変
化
し
ま
し

た
。
校
区
探
検
で
歩
い
た
田
園
風
景

は
マ
ン
シ
ョ
ン
や
住
宅
の
立
ち
並
ぶ

景
色
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

北
島
南
小
学
校
の
す
ば
ら
し
い
伝
統

は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
先

日
、
徳
島
新
聞
の
「
う
ち
の
宝
物
」

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
で
本
校
の
文
集

「
土
の
子
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
昭
和
二
十
七
年
に
第
一
巻
が
発

行
さ
れ
て
以
来
今
日
ま
で
一
一
五
号

を
数
え
る
こ
の
文
集
を
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
諸
先
輩

方
の
確
か
な
実
り
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
新
学
習
指
導
要

領
へ
の
移
行
期
と
い
う
重
要
な
年
で

も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
教
育
活
動

を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、
各
教
科

に
お
い
て
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考

え
て
み
る
。
考
え
た
こ
と
を
表
現
し

て
み
る
」
と
い
う
よ
う
な
活
動
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
魅
力
あ
る
ワ
ク

ワ
ク
す
る
授
業
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

小
学
校
児
童
四
六
二
名
、
幼
稚
園

児
五
八
名
は
、
希
望
を
持
っ
て
平
成

二
十
一
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま

し
た
。
私
ど
も
教
職
員
三
六
名
は
、

研
修
を
重
ね
、
創
意
工
夫
を
し
て
参

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
方
の
ご
協
力

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

着
任
の
ご
挨
拶

北
島
中
学
校
校
長

森

田

茂

北
島
南
小
学
校
校
長

黒

田

智
惠
子

思
い
出
・
原
点
の
北
島
中
学
校

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
三
十
五
年
間
の
教
職
生
活
に

ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
ま
し
た
。

正
式
な
教
師
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

が
北
島
中
学
校
で
し
た
。
新
任
の
二

年
間
で
、
教
師
と
し
て
の
、
基
本
、

原
点
の
よ
う
な
も
の
を
学
ば
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
職

生
活
の
最
後
も
北
島
中
学
校
で
し
た
。

教
職
生
活
の
最
終
を
北
島
中
学
校
で

迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
幸
せ
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
深
く
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
今
強
く
こ
の
言

葉
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
問
題
・
課
題
を
抱
え
て
、
前
に

進
ん
で
い
る
時
に
は
、
時
間
の
流
れ

が
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
に
、
ゆ
っ
く

り
と
、
重
く
感
じ
る
の
だ
ろ
う
か
と
、

度
々
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
三
十
五
年
間

が
、
ま
さ
に
一
夜
の
夢
の
よ
う
に
さ

え
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
の
五
年
間
、
様
々
な
課
題
・

問
題
に
直
面
い
た
し
ま
し
た
が
、
町

教
育
委
員
会
、
地
域
の
方
々
、
保
護

者
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
、
先
生
方
と
協
力
し
て
、

タ
フ
な
時
間
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
平
成
十
九
年
度
か
ら

実
質
的
な
校
舎
改
築
作
業
に
入
り
、

今
は
新
し
い
校
舎
が
、
一
日
も
早
く

完
成
し
、
新
し
い
北
島
教
育
が
出
発

さ
れ
る
こ
と
を
、
心
よ
り
祈
っ
て
お

り
ま
す
。
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

退
任
の
ご
挨
拶

前
北
島
中
学
校
校
長

井

上

隆

（８）町報２００９．５



私
は
こ
の
度
、
北
島
南
小
学
校
を

最
後
に
定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。

在
任
中
は
温
か
い
ご
指
導
・
ご
支
援

を
賜
り
、
無
事
任
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

北
島
南
小
学
校
に
は
よ
き
伝
統
が

受
け
継
が
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
明
る

く
素
直
で
礼
儀
正
し
く
、
集
会
活
動

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
私
は
、
こ
う
し
た
よ
さ
を

生
か
す
学
校
経
営
を
心
が
け
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
変
化
の
激

し
い
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
い

く
た
め
の
基
盤
と
な
る
も
の
は
「
確

か
な
学
力
」
だ
け
で
な
く
、
「
健
や

か
な
体
」
や
「
豊
か
な
心
」
と
の
考

え
か
ら
、
特
に
基
本
的
な
生
活
習
慣

や
規
範
意
識
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
日

常
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
生
き
て

い
く
上
で
の
判
断
基
準
を
つ
く
る
と

の
考
え
か
ら
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち

教
師
も
社
会
性
を
身
に
付
け
、
人
間

性
を
高
め
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
と

の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

激
し
い
社
会
の
変
化
と
と
も
に
価

値
観
の
多
様
化
が
進
む
中
、
学
校
も

様
々
な
課
題
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
と
な
り
ま
し
た
が
、
保

護
者
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
評

議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
地
域
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
学
校
は
あ
る
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。
本
当
に
た
く
さ
ん

の
方
か
ら
勇
気
を
い
た
だ
き
、
支
え

て
い
た
だ
き
、
今
が
あ
る
こ
と
に
心

よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

平平
成成
二二
十十
一一
年年
度度

生生
涯涯
学学
習習
講講
座座
受受
講講
生生
募募
集集

〜
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
〜

六
月
か
ら
始
ま
る
生
涯
学
習
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

「
何
か
を
は
じ
め
た
い
」
と
い
う

あ
な
た
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
手
話
学
習
）

目
的
▼
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
と
協
力
し
、
体
験
と
交
流
を
通
じ

て
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
目

指
し
ま
す
。

日
時
▼
六
月
一
日
〜
毎
週
月
曜
日

十
九
時
〜
二
十
一
時

場
所
▼
庁
舎

六
階
大
会
議
室

会
費
▼
無
料

②
シ
ル
バ
ー
講
座
（
健
康
体
操
）

目
的
▼
体
操
を
通
じ
た
高
齢
者
の
学

習
・
社
会
活
動
の
場
と
し
て
、
明
る

い
地
域
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
す

す
め
ま
す
。

日
時
▼
六
月
四
日
〜
毎
週
木
曜
日

十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

場
所
▼
庁
舎

七
階
大
ホ
ー
ル

会
費
▼
一
カ
月
千
円

③
さ
わ
や
か
「
羽
衣
体
操
」
レ
デ
ィ

ー
ス
（
体
操
）

目
的
▼
体
操
を
通
じ
て
交
流
を
図
り
、

明
る
い
地
域
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

を
す
す
め
ま
す
。

日
時
▼
六
月
五
日
〜
毎
週
金
曜
日

九
時
三
十
分
〜
十
一
時

場
所
▼
町
民
体
育
セ
ン
タ
ー

会
費
▼
六
カ
月
六
千
円

※
各
講
座
と
も
申
し
込
み
の
締
切
は

五
月
二
十
六
日
�
で
す
。

※
申
込
書
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局

（
役
場
四
階
）
で
準
備
・
配
布
し
て

い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
北
島
町
教
育
委

員
会
事
務
局
（
電
話
六
九
八
―
九
八

一
二
）
ま
で
。

北
島
町
生
涯
学
習
推
進
会
議

北
島
町
教
育
委
員
会

退
任
の
ご
挨
拶

前
北
島
南
小
学
校
校
長

久
次
米

英

子

木木
造造
住住
宅宅
のの
「「
耐耐
震震
診診
断断
・・
耐耐
震震
改改
修修
」」
はは

おお
済済
みみ
でで
すす
かか

平
成
二
十
一
年
度
の
耐
震
診
断
は
、
無
料
で
す
。

北
島
町
で
も
大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
南
海
地
震
が
二
〇
三
〇
年
頃
ま
で
に

発
生
す
る
確
率
は
、約
五
〇
％
程
度
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、昭
和
五
十
六
年
以
前
に

建
設
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
七
割
に
倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
自
分
の
家
の
耐
震
状
態
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
震
被
害
を
少
な

く
す
る
た
め
の
予
防
策
と
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
を
つ
ぎ
の
と
お

り
実
施
致
し
ま
す
。

耐
震
診
断

募
集
二
〇
〇
戸

■
受
付
期
間

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
五
日
〜
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日

■
対
象
住
宅

次
の
一
〜
四
の
全
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅

一
、
昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
着
工
し
た
も
の

二
、
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
構
法
で
建
築
さ
れ
た
も
の
（
プ
レ
ハ
ブ
・
ツ
ー
バ

イ
フ
ォ
ー
は
除
く
）

三
、
平
屋
ま
た
は
二
階
建
て
（
併
用
住
宅
・
共
同
住
宅
・
長
屋
・
借
家
も
含
む
）

四
、
現
在
も
居
住
し
て
い
る
も
の

■
自
己
負
担
金

無
料

耐
震
改
修

募
集
十
戸

■
受
付
期
間

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
五
日
〜
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日

■
対
象
住
宅

耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点
〇
・
七
未
満
「
倒
壊
ま
た
は
大
破
壊
の

可
能
性
あ
り
」
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

■
補

助

金

耐
震
改
修
工
事
費
用
の
三
分
の
二
（
上
限
六
十
万
円
）

■
耐
震
改
修
促
進
税
制

別
途
要
件
が
ご
ざ
い
ま
す
。

・
所
得
税
の
特
別
控
除
制
度

平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
〜
平
成
二
十
五
年
十
二

月
三
十
一
日

・
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

平
成
十
八
年
〜
二
十
一
年
に
工
事
完
了

三
年
間

平
成
二
十
二
年
〜
二
十
四
年
に
工
事
完
了

二
年
間

平
成
二
十
五
年
〜
二
十
七
年
に
工
事
完
了

一
年
間

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の
実
績

・
耐
震
診
断

一
三
四
戸

平
成
十
六
〜
平
成
二
十
年
度

・
耐
震
改
修

二
三
戸

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

北
島
町
建
設
課

�
六
九
八
―
九
八
〇
八

総
合
評
点

判

定

戸
数
（

）内
は
二
階
建
て

一
・
五
以
上

安
全
で
す

一
・
〇
以
上
一
・
五
未
満

一
応
安
全
で
す

一
五
（
六
）

〇
・
七
以
上
一
・
〇
未
満

や
や
危
険
で
す

四
三
（
三
四
）

〇
・
七
未
満

倒
壊
ま
た
は
大
破
壊
の
危
険
あ
り

七
六
（
五
九
）

（９） 町報２００９．５



「
気
象
庁
震
度
階
級
関

連
解
説
表
」
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。

気
象
庁
で
は
、
あ
る
震
度
の
揺
れ
が
あ

っ
た
場
合
、
そ
の
周
辺
で
実
際
に
ど
の
よ

う
な
現
象
や
被
害
が
発
生
す
る
か
を
示
す

資
料
と
し
て
、
「
気
象
庁
震
度
階
級
関
連

解
説
表
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
今
般
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
必
ず
し
も
時

代
に
合
わ
な
い
点
が
出
て
き
た
た
め
、
新

た
な
解
説
表
を
作
成
し
ま
し
た
。

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た
時
、
あ

る
い
は
地
震
が
起
き
た
場
合
に
は
、
あ
わ

て
ず
、
ま
ず
身
の
安
全
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

・
頭
を
保
護
し
、
丈
夫
な
机
の
下
な
ど

安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
。

・
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

・
門
や
塀
、
自
動
販
売
機
や
ビ
ル
の
そ

ば
に
近
づ
か
な
い
。

・
海
岸
で
ぐ
ら
っ
と
き
た
ら
高
台
へ
上

が
る
。

・
運
転
中
は
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点

灯
し
、
緩
や
か
に
減
速
す
る
。

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

徳
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

�
〇
八
八
―
六
二
六
―
〇
六
七
六

（１０）町報２００９．５
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全国瞬時警報システム（Ｊ―ＡＬＥＲＴ）の運用開始

北島町では、平成２１年５月１日�より全国瞬時警報システム（Ｊ―ＡＬＥＲＴ）による緊急放送を開始しました。
Ｊ―ＡＬＥＲＴとは、大規模災害や外部による武力攻撃などといった対処に時間的余裕のない緊急情報が、国（消防庁）

から衛星通信ネットワークを用いて瞬時に送信され、町の防災行政無線（広報塔）を自動起動することにより、２４時間体制
で住民に緊急情報を瞬時に伝達するシステムです。これにより、国による情報覚知から住民への伝達まで、時間的なロスを
最小限にすることができます。またこれらの情報が放送されたときは、テレビやラジオをつけて情報に注意し、身の安全を
確保して落ち着いて行動するようにしてください。
このシステムで防災行政無線（広報塔）から放送される警報の種別は次のとおりです。

※直下型地震等、震源に近い地域で発生した地震には緊急地震速報が間に合わないことがあります。
※人の手を介さずコンピューターが制御していますので、誤報が放送される可能性があります。この場合、誤報であることを伝える放
送が流れます。
※地震関係のチャイム音はＮＨＫの緊急地震速報のサイトで聴くことができます。（�http : //www.nhk.or.jp/bousai/）
地震以外の有事サイレンの音は内閣官房の国民保護ポータルサイトで聴くことができます。（�http : //www.kokuminhogo.go.jp）

ＡＡＥＥＤＤをを設設置置ししままししたた 海海上上自自衛衛隊隊音音楽楽祭祭・・ラランンウウェェイイ・・ママララソソンン開開催催
海上自衛隊徳島教育航空群では、地域ふれあい感謝デーとして、６月１９日�に鳴門市文
化会館で音楽祭を、６月２１日�に徳島航空基地の一般公開を計画しております。
これに先立ち、音楽祭の入場整理券の配布と一般公開時に開催しますランウェイマラソ
ンの参加申し込みの受付を行っています。
１ 海上自衛隊徳島教育航空群音楽祭
�日時 平成２１年６月１９日� 開場：午後５時３０分／開演：午後６時３０分
�場所 鳴門市文化会館 �出演 海上自衛隊舞鶴音楽隊 �入場整理券 入場は
無料ですが、入場整理券が必要です。入場整理券及びパンフレットは、５月１日�か
ら次の場所で配布していますので、ご自由にお持ち帰り下さい。
・北島町役場 ・自衛隊徳島地方協力本部 ・海上自衛隊徳島航空基地正門
２ 海上自衛隊徳島航空基地ランウェイ・マラソン
�日時 平成２１年６月２１日� 開場・受付：午前８時
�場所（コース） 海上自衛隊徳島航空基地内 �種目、表彰等 １０	、５	
各種目上位３位までの入賞者には、賞状とメダルが授与されます。参加者全員に記念
品が、完走者全員に完走証があります。
�申し込み、問い合わせ 参加費：１，５００円（保険料を含む）
お申し込み：参加申込書及び誓約書に必要事項をご記入の上、参加費（郵便少額為替）
と一緒に郵送してください。
ホームページアドレス http : //www.mod.go.jp/msdf/tokusima/
お申し込み期限：平成２１年５月２０日
 当日消印有効
お申し込み・お問い合わせ先：〒７７１―０２９２ 徳島県板野郡松茂町住吉字住吉開拓３８番地
海上自衛隊徳島教育航空群司令部広報室内「ランウェイ・マラソン」係
�０８８―６９９―５１１１（内線：３２３４）

板
野
歯
科
医
師
会
（
旧
土
成
、
吉
野

両
町
を
含
む
）
で
は
会
員
の
全
歯
科
医

院
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
配
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
各

歯
科
医
院
で
の
緊
急
時
に
使
用
す
る
た

め
の
も
の
で
す
が
、
万
一
、
地
域
の
皆

様
の
緊
急
時
に
必
要
な
時
は
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
大
切
な
命

が
救
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
北
島
町
歯
科
医
師
会
）

放 送 内 容

「警報音（NHK報知音）＋「大地震（おおじしん）です。大地震です」というメッセージが３回繰り返さ
れた後、「こちらはぼうさいきたじまです」＋「チャイム」が流れます。

「チャイム」が流れ、「こちらぼうさいきたじまです」＋「震度○の地震が発生しました。火の始末をして
ください。テレビ・ラジオをつけ、落ち着いて行動してください」というメッセージが３回繰り返された後、
「こちらはぼうさいきたじまです」＋「チャイム」が流れます。

「国民保護サイレン」＋「ミサイル発射情報。ミサイル発射情報。当地域に着弾する可能性があります。屋
内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください」というメッセージが３回繰り返された後、「こちらはぼう
さいきたじまです」＋「チャイム」が流れます。

「国民保護サイレン」＋「航空攻撃情報。航空攻撃情報。当地域に航空攻撃の可能性があります。屋内に避
難し、テレビ・ラジオをつけてください」というメッセージが３回繰り返された後、「こちらはぼうさいき
たじまです」＋「チャイム」が流れます。

「国民保護サイレン」＋「ゲリラ攻撃情報。ゲリラ攻撃情報。当地域にゲリラ攻撃の可能性があります。屋
内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください」というメッセージが３回繰り返された後、「こちらはぼう
さいきたじまです」＋「チャイム」が流れます。

「国民保護サイレン」＋「大規模テロ情報。大規模テロ情報。当地域にテロの危険が及ぶ可能性があります。
屋内に避難し、テレビ・ラジオをつけてください」というメッセージが３回繰り返された後、「こちらはぼ
うさいきたじまです」＋「チャイム」が流れます。

種 別

緊急地震速報
（震度５弱以上の揺れ
が想定される場合）

震度速報
（震度５弱以上の揺れ
があった場合）

弾道ミサイル情報

航空攻撃情報

ゲリラ・特殊部隊攻撃
情報

大規模テロ情報

（１１） 町報２００９．５
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『
総
会
及
び
春
季
大
会
』

期
日

４
月
１
日
�

参
加
数
５８
名

場
所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

『
春
季
大
会
』

優

勝

久
米

正
明

３０
打

準
優
勝

高
井

久
雄

３４
打

第
３
位

佐
々
木
幸
雄

３４
打

第
４
位

田
中

勢
次

３５
打

第
５
位

井
上

迪
子

３６
打

『
総
会
』

期
日

４
月
１
日
�

役
員
改
選

会

長

中
村

榮
次

副
会
長

高
井

久
雄

〃

納
部

和
男

〃

三
木

栄
子（
会
計
兼
任
）

〃

武
知

功（
事
務
局
）

監

事

宮
本

壽

〃

倉

照
子

理

事
井
上

周
三

関

憲
二

勢
井

梅
吉

納
部

和
男

住
田
美
代
子

井
上

博
之

三
木

栄
子

大
寺
富
美
子

武
知

功

阿
部

信
吉

中
村

榮
次

来
る
５
月
２３
日
�
２４
日
�
、
�
笹

川
良
一
杯
�
第
２４
回
全
国
選
抜
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
鳴
門
市
大
塚
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

６５
歳
を
上
・
下
と
し
て
、
年
代
別

・
男
女
別
の
４
ク
ラ
ス
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
決
定
す
る
大
会
で
、
全
国
よ

り
１９２
チ
ー
ム
（
４
ク
ラ
ス
合
計
）
一
、

二
〇
〇
人
の
競
技
者
と
、
県
内
よ
り

二
〇
〇
名
余
の
審
判
団
に
よ
る
、
全

国
の
仲
間
と
の
大
交
流
の
舞
台
と
な

り
ま
す
。

北
島
町
よ
り
、
３
名
の
方
が
き
び

し
い
県
予
選
を
突
破
し
、
は
れ
の
代

表
選
手
と
な
り
、
ま
た
、
専
任
審
判

員
と
し
て
５
名
が
参
加
し
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
（
６５
歳
以
上
）

波
多
野

利
夫

田
代

宗
男

ミ
ド
ル
レ
デ
ィ
ー
ス
（
６５
歳
以
下
）

高
畠

美
津
子

専
任
審
判
員

天
羽

敏

島
崎

博
文

勢
水

藤
枝

島
崎

和
子

吉
田

千
恵
子

快
晴
下
の
４
月
１６
日
�
、
第
４
回

北
島
町
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
協
賛
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
町
中
央
コ
ー
ト

で
華
々
し
く
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
招
待
状
に
応
え
て
、
香
川
・

淡
路
・
県
内
各
地
域
よ
り
２４
チ
ー
ム

（
一
三
〇
名
）
が
参
加
し
、
開
会
式

後
４
コ
ー
ト
一
斉
に
予
選
―
順
位
決

定
戦
と
各
チ
ー
ム
４
試
合
の
激
し
い

順
位
争
い
の
闘
い
で
し
た
。

競
技
者
一
同
は
試
合
の
合
間
に
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
を
観
賞
し
４
万

本
の
色
と
り
ど
り
の
満
開
の
花
に
よ

っ
て
心
を
癒
し
ま
し
た
。

中
央
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
久
方
振

り
の
大
歓
声
で
終
日
賑
わ
い
再
会
を

約
束
し
午
後
４
時
散
会
し
ま
し
た
。

北北
島島
北北
公公
園園

総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ
ーー
ドド
ーー
ムム
））

だだ
よよ
りり

◎
行
事
予
定
（
５
月
・
６
月
）

★
５
月
２４
日
�

９
時

北
島
ラ
イ

オ
ン
ズ
剣
道
大
会

★
５
月
２９
日
�
〜
６
月
１
日
	

９

時

第
４９
回
徳
島
県
高
校
総
体
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

★
６
月
６
日
�

１３
時

北
島
北
・

東
児
童
館
ミ
ニ
運
動
会

★
６
月
７
日
�

９
時

第
５５
回
徳

島
県
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
一
般
選
手

権
大
会

★
６
月
１３
日
�

９
時

北
島
町
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

★
６
月
１４
日
�

９
時

北
島
町
卓

球
大
会

★
６
月
１９
日
�
〜
２１
日
�

９
時

四
国
高
校
総
体
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大

会★
６
月
２６
日
�
〜
２７
日
�

９
時

板
野
郡
中
学
校
総
体
・
卓
球

★
６
月
２８
日
�

９
時

北
島
・
松

茂
交
流
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

※
お
問
い
合
わ
せ

北
島
北
公
園
総

合
体
育
館（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
）



６
９
７
―
３
２
４
１

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り

４
月
度
は
ハ
ン
デ
改
正
後
初
め
て
の
大
会

で
高
ハ
ン
デ
の
方
の
活
躍
が
目
立
っ
た
。県

外
の
大
会
に
お
い
て
も
上
位
入
賞
し
た
。

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム
・
人
員

成

績

Ｈ
Ｄ

Ｎ
Ｔ

３
・
２８

３
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ
大
会

場
所

親
水
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

２０

優

勝

準
優
勝

第
三
位

岡
部

文
子

木
内
百
合
子

筒
井

英
幸

星
野

幸
雄

坂
林

勇

岡
部

一
紀

１８１０１２

６７７３７６

４
・
１１

４
月
度
月
例
大
会

場
所

親
水
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

４２

優

勝

坂
林

勇

準
優
勝

志
津

君
子

第
三
位

大
西

稔

ベ
ス
グ
ロ
賞

福
永

嘉
春

３５３１３６

５２５６６０６７

４
・
１２

瀬
戸
大
橋
カ
ッ
プ
２
０
０
９

場
所

坂
出
市

１０県１６３

女
子
部
門

準
優
勝

岡
部

文
子

第
四
位

竹
中

英
子

７１７４

４
・
１２

日
比
ク
ラ
ブ
交
流
大
会

場
所

玉
野
市

６３

総
合

準
優
勝

井
出

輝
久

７７

第
４
回
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
�
協
賛
大
会
�

男
女
２４
チ
ー
ム（
一
三
〇
人
）の
大
熱
戦

中
央
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り

（１２）町報２００９．５



板
野
東
部
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事
務
所 

　
　
　
　  

（
松
茂
町
役
場
内
） 

　
　
　
電
話
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
　
電
話
六
九
九
―
六
六
一
一 
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平平
成成
二二
十十
年年
度度
のの
板板
野野
東東
部部
青青

少少
年年
補補
導導
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
活活
動動
状状

況況
とと
新新
規規
事事
業業
にに
つつ
いい
てて

は
じ
め
に
、
当
補
導
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
平
成
二
十
年
度
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
街
頭

補
導
活
動
に
お
け
る
補
導
人
員
は
、

総
数
七
十
六
人
で
前
年
度
に
比
べ
十

五
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
行
為

別
で
は
、
喫
煙
二
十
八
人
、
不
良
交

友
三
十
七
人
、
怠
学
三
人
、
飲
酒
八

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
場
所
別

で
は
遊
技
場
が
全
体
の
半
数
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。

次
に
不
審
者
情
報
に
つ
い
て
は
、

二
十
件
で
前
年
度
に
比
べ
十
三
件
減

少
し
ま
し
た
が
、
三
年
連
続
で
二
十

件
を
超
え
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い

て
も
声
か
け
、
盗
撮
、
追
跡
、
露
出
、

暴
行
、
不
審
電
話
と
多
岐
に
わ
た
っ

て
お
り
子
ど
も
の
安
全
を
脅
か
す
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。

有
害
環
境
の
浄
化
活
動
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
有
害
図
書
類
の
回

収
状
況
に
つ
い
て
は
、
回
収
し
た
雑

誌
等
の
点
数
は
総
数
五
四
一
点
で
そ

の
内
有
害
図
書
類
が
三
七
四
点
で
、

前
年
度
に
比
べ
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
巡
回
中
に
気
づ
い
た
点
と

し
て
、
自
転
車
で
の
交
通
ル
ー
ル
の

マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

一
旦
停
止
を
せ
ず
に
ふ
く
れ
て
曲
が

っ
た
り
、
道
交
法
違
反
の
携
帯
電
話

を
操
作
し
な
が
ら
の
運
転
等
が
あ
り
、

交
通
事
故
に
遭
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
自
転
車
の
無
施
錠
も
目
に

付
き
ま
し
た
が
、
施
錠
を
し
て
盗
難

の
防
止
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

当
補
導
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
新
規

事
業
と
し
て
、
平
成
二
十
一
年
度
か

ら
先
月
紹
介
し
ま
し
た
自
立
支
援
事

業
の
他
に
子
ど
も
の
安
全
確
保
を
目

的
と
し
た
、
青
色
回
転
灯
車
両
に
よ

る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
先
程
述
べ
た
よ

う
に
管
内
に
お
い
て
も
不
審
者
が
出

没
し
て
お
り
、
い
つ
子
ど
も
が
被
害

に
遭
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
状
況
下

で
あ
り
、
補
導
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

も
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は

非
常
に
重
要
で
あ
り
こ
の
ま
ま
に
で

き
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
青
色
回
転
灯
を
装
着
し
た
補
導
車

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
四
月
か
ら
実

施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

管
内
の
小
中
学
校
の
登
下
校
時
間
を

中
心
に
巡
回
を
行
い
、
子
ど
も
の
安

全
の
確
保
を
図
る
た
め
に
努
め
る
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊菊
苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗苗
配配配配配配配配配配配配配配配配配配
布布布布布布布布布布布布布布布布布布
ののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知

らららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせ

生
活
産
業
課

町
内
の
み
な
さ
ま
へ

町
の
花
で
あ
る
「
菊
」
を
育
て
て

み
ま
せ
ん
か
？

大
菊
や
小
菊
の
苗
を
無
料
で
配
布

い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

と

き

六
月
十
四
日
�

午
前
十
時
よ
り

と
こ
ろ

総
合
庁
舎
裏
駐
車
場

北
島
北
小
学
校
玄
関
前

北
島
南
小
学
校
玄
関
前

（
一
人
五
鉢
の
配
布
で
菊

苗
が
な
く
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
）

菊
苗
を
持
ち
帰
っ
た
後
は
…

十
月
下
旬
に
「
菊
花
展
」
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
一
鉢
か
ら
で
も
出

品
で
き
る
一
鉢
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

お
り
、
年
々
、
一
鉢
出
品
者
が
増
え

て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
育
て
た
菊
も
、
菊
花
展

に
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
産
業
課

（
�
六
九
八
―
九
八
〇
六
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

校
区
別「
ふ
れ
あ
い
会
」参
加
者
募
集

徳島北警察署広報 �６９８―０１１０
北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・
七
〇
歳
以

上
の
高
齢
者
世
帯
の
方
を
対
象
と
し

た
校
区
別
の
「
ふ
れ
あ
い
会
」
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
も
う
し
あ
げ

ま
す
。

日
時
・
場
所

北
地
区

六
月
十
九
日
�
十
時
〜

北
部
学
習
等
供
用
施
設

南
地
区

七
月
十
七
日
�
十
時
〜

北
島
南
老
人
憩
い
の
家

中
地
区

七
月
二
十
四
日
�
十
時
〜

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

参
加
費

一
人

五
百
円（
昼
食
代
）

内

容

お
口
の
健
康
長
寿
教
室

（
徳
島
大
学
歯
学
部
協
力
）

昼
食
・
懇
談

申
込
先

北
地
区
六
月
十
日
�
ま
で

に
、
中
地
区
・
南
地
区
七
月
七
日
�

社
協
事
務
局
（
�
六
九
八
―
八
九
一

〇
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

緊
急
時

あ
な
た
を
守
る

１
１
０
番

相
談
は
安
心
ダ
イ
ヤ
ル

＃
９
１
１
０

１
１
０
番
通
報

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！

一
、
何
が
あ
っ
た

ど
の
よ
う
な
事
が
あ
っ
た
の
か
を
伝
え
る
。

二
、
ど
こ
で

場
所
を
伝
え
る
。
近
く
の
目
印
と
な
る
建
物

と
か
も
伝
え
よ
う
。

三
、
い
つ

○
時
○
分
頃
か
を
伝
え
る
。

四
、
犯
人
は
…

犯
人
の
年
齢
、
服
装
や
ど
の
方
向
に
逃
げ
た

か
等
を
伝
え
る
。

五
、
い
ま
ど
う
な
っ
て
い
る

い
ま
、
現
場
で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
を
伝
え
る
。

六
、
住
所
と
名
前

自
分
の
住
所
と
名
前
を
伝
え
る
。

１
１
０
番
通
報
は

あ
わ
て
ず
お
ち
つ
い
て
！

振
り
込
め
詐
欺
・
還
付
金
詐
欺
等
に
注
意
！

…
？
あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら

１
１
０
番

又
は

徳
島
北
警
察
署
（
�
６
９
８
―
０
１
１
０
）

（１３） 町報２００９．５
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春
の
訪
れ
と
共
に
世
界
最
大
級
の
英

国
豪
華
客
船
が
相
次
い
で
長
崎
、
横
浜

に
入
港
し
ま
し
た
。

こ
こ
北
島
町
で
は
一

月
二
十
四
日
地
域
の

人
達
が
二
隻
の
観
光

ボ
ー
ト
（
一
隻
二
十

六
名
）
に
分
乗
し
て

北
島
町
ひ
ょ
う
た
ん

島
撫
養
航
路
に
出
発

し
ま
し
た
。
私
は
淡

路
島
の
中
学
校
卒
業

後
、
徳
島
市
の
海
運

会
社
に
入
社
し
て
四
十
年
間
の
海
上
生

活
を
送
り
ま
し
た
。
当
初
会
社
で
は
今

切
川
を
使
い
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
懐

か
し
く
参
加
し
ま
し
た
。

今
切
川
水
辺
プ
ラ
ザ
（
旧
東
邦
レ
ー

ヨ
ン
東
岸
）
を
出
発
し
て
応
神
橋
を
潜

り
、
鯛
浜
渡
し
場
跡
（
案
内
板
あ
り
）

を
左
に
見
て
、
今
切
川
河
口
堰
を
抜
け

共
栄
橋
を
潜
り
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な

共
栄
橋
が
無
か
っ
た
六
十
年
程
前
は
、

水
平
に
開
く
開
閉
橋
で
し
た
。
上
流
に

は
工
場
群
が
あ
り
、
機
帆
船
が
往
来
し

て
い
ま
し
た
。

今
切
川
に
別
れ
を
告
げ
鍋
川
に
入
り
、

こ
う
も
ん

鍋
川
閘
門
で
は
上
下
開
閉
に
時
間
を
要

し
て
通
過
し
ま
し
た
。
旧
吉
野
川
に
出
て

前
方
が
大
き
く
開
け
て
水
鳥
が
気
持
ち
よ

さ
そ
う
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。
新
高
橋
手

前
に
親
水
公
園
住
宅
が
立
ち
並
ん
で
い
ま

す
。
新
高
橋
を
過
ぎ
、
今
切
川
の
合
流

点
三
ツ
合
橋
を
潜
り
水
辺
プ
ラ
ザ
に
帰

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
み
ぞ
れ
が
舞
い
寒
い
寒
い

一
日
で
し
た
。
所
要
時
間
は
約
一
時
間

程
で
し
た
。
乗
船
者
の
皆
さ
ん
初
体
験

で
楽
し
ん
で
い
た
様
子
で
し
た
。

私
も
昔
を
思
い
出
し
当
時
の
船
内
生

活
の
よ
う
す
を
書
い
て
見
ま
し
た
。

お
米
は
海
水
で
と
ぎ
洗
い
、
海
水
を

切
り
朝
ま
き
で
炊
き
ま
す
。
塩
味
が
少

し
付
い
て
お
い
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
後
に
水
質
や
衛
生
状
況
を
問

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
海

水
を
使
う
事
が
出
来
な
く

な
り
ま
し
た
。
食
事
時
は

箱
膳
（
松
茂
町
民
俗
資
料

館
に
展
示
品
あ
り
）
を
使

っ
て
い
ま
し
た
。

箱
膳
と
は
、
箱
の
中
に

自
分
の
使
用
す
る
食
器
類

が
一
式
あ
り
、
食
事
の
時

は
中
よ
り
取
り
出
し
フ
タ

を
裏
が
え
し
て
そ
れ
を
膳

と
し
て
使
い
ま
し
た
。
器
に
残
っ
た
し

ょ
う
油
等
は
洗
わ
ず
、
箱
に
そ
の
ま
ま

入
れ
て
、
次
の
食
事

に
使
っ
た
も
の
で
す
。

今
思
う
と
水
の
使
用

量
が
決
っ
て
い
た
海

上
生
活
で
は
、
今
切

川
や
海
の
水
は
と
て

も
大
切
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
生
活
に
は

無
く
て
は
な
ら
な
い

大
切
な
宝
で
す
。

こ
の
催
し
に
参
加

し
、
次
回
も
き
れ
い
で
楽
し
め
る
様
な

環
境
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
し
た
。

随筆

（４６８）

「
川
に
思
い
を
馳
せ
て
」

中
村川

崎

久
雄

花
や
花
濃
い
も
淡
い
も
散
り
急
ぐ

大
西

通
世

高
速
路
乗
り
継
ぎ
巡
る
遍
路
か
な

阿
部
久
美
子

つ
ち
ふ
る
や
始
発
の
ベ
ル
の
鳴
り
ひ
び
き

川
村
ユ
キ
ヱ

ひ
と
し
め
り
し
て
も
の
の
芽
の
勢
揃
ひ

近
藤

与
祢

た
ん
ぽ
ぽ
を
よ
け
て
遊
山
の
シ
ー
ト
敷
く

滝
上

由
香

た
く
み

高
山
の
祭
り
匠
の
技
競
べ

仁
木
つ
と
む

芽
柳
や
入
江
に
舫
ふ
水
漬
舟

広
瀬

徳
江

駆
け
抜
け
る
子
等
の
浴
び
た
る
花
吹
雪

藤
岡

紫
乃

荒
縄
で
括
り
筍
貰
ひ
け
り

松
岡

乙

琵
琶
奏
で
一
息
入
れ
し
花
屋
敷

松
浦

勝
江

た
ん
ぽ
ぽ
や
小
牛
の
揃
い
鳴
く
牛
舎

村
田
み
ど
り

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
大
き
な
風
車
景
に
入
れ

森

し
げ
る

軒
さ
き
に
燕
の
巣
あ
り
わ
が
宝

竹
内

照
恵

す
く
も

春
の
雨
�
の
匂
蔵
に
滲
み

山
本

和
子

水
郷
を
巡
る
舟
唄
芦
の
角

青
木

拓
郎

携
帯
の
メ
ー
ル
相
次
ぐ
万
愚
節

阿
部

蒼
空

涅
槃
西
風
ド
ミ
ノ
倒
し
の
駐
輪
場

村
尾

芦
月

沈
丁
の
匂
ひ
膨
る
る
闇
の
路
地

橋
本
ま
さ
よ
し

一
碗
を
捧
げ
て
利
休
の
忌
と
思
ふ

長
尾
寿
美
子

町 報 俳 壇

北
島
町
商
工
会
だ
よ
り

■
〜
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」

を
発
行
し
ま
す
〜

◆
毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

「
北
島
町
★
商
品
券
」。今
年
で
十
周

年
を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
、
発
行

総
額
二
億
円
（
一
割
の
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
）
に
倍
増
し
発
行
い
た
し
ま
す
。

発
行
に
関
す
る
詳
細
は
以
下
の
通

り
で
す
。

◆
発
行
総
額：

二
億
円
（
一
割
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
）

◆
発
行
日：

平
成
二
十
一
年
六
月
一
日

◆
有
効
期
限：

平
成
二
十
一
年
十
一

月
三
十
日

◆
購
入
限
度
額：

お
一
人
、二
十
万
円

◆
予
約
受
付：

平
成
二
十
一
年
五
月

二
十
日
よ
り
。
な
お
、
北
島
町
商
工

会
窓
口
で
の
ご
予
約
は
お
一
人
十
万

円
ま
で
。

■
〜
「
北
島
町
★
商
品
券
」
十
周
年

記
念
〜
ダ
ブ
ル
で
�
お
得
�、「
お

楽
し
み
抽
選
券
」
を
発
行
！

◆
今
回
、
「
北
島
町
★
商
品
券
」
取

扱
店
（
大
型
店
を
除
く
）
で
「
北
島

町
★
商
品
券
」
を
ご
利
用
い
た
だ
い

た
方
に
、
「
フ
リ
ー
旅
行
券
（
五
万

円
相
当
）」や
「
自
転
車
」「
商
店
賞
」

な
ど
四
百
本
以
上
が
当
た
る
「
お
楽

し
み
抽
選
券
」
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
「
北
島
町
★
商
品
券
」
を
ご
利

用
下
さ
い
。

詳
細
は
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

〜
お
買
い
物
は
町
内
で
〜

北
島
町
商
工
会�

六
九
八
―
二
二
七
五

在
宅
当
番
医
割
出
表

５
月
１７
日
�

松
茂

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

５
月
２４
日
�

松
茂

和
ク
リ
ニ
ッ
ク

５
月
３１
日
�

北
島

高
田
整
形
外
科
病
院

６
月
７
日
�

北
島

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

６
月
１４
日
�

北
島

山
本
内
科
胃
腸
科

（１４）町報２００９．５
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慶慶

弔弔

（３月届分）

お

く

や

み

本
年
四
月
よ
り
本
町
教
育
委
員
会
に

派
遣
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
本
町
に
配
属
さ
れ
て
二
週
間

が
経
っ
た
あ
る
日
の
朝
、
車
を
役
場
の

駐
車
場
に
置
き
庁
舎
へ
と
歩
き
始
め
た

そ
の
時
、
自
転
車
に
乗
っ
た
二
人
の
女

子
中
学
生
が
駐
車
場
を
横
切
り
私
の
目

の
前
を
通
り
過
ぎ
て
い
こ
う
と
し
ま
し

た
。
私
は
、
一
瞬
躊
躇

し
た
の
で
す
が
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い

な
か
っ
た
二
人
に
「
お

は
よ
う
」
と
声
を
か
け

ま
し
た
。
す
る
と
す
ぐ

さ
ま
「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
あ
す
」
と
か
わ
い

い
声
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
、
軽
快
な
挨

拶
が
返
っ
て
来
た
の
に

気
を
良
く
し
て
「
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
か
ぶ
り
よ

う
」
と
柔
ら
か
く
返
し

ま
し
た
。
す
る
と
す
ぐ

ま
た
「
は
あ
い
」
と
い

う
素
直
な
返
事
を
返
す

と
す
ぐ
、
前
の
か
ご
に

入
れ
て
あ
っ
た
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
た
。

そ
の
し
ぐ
さ
が
あ
ま
り

に
も
素
直
だ
っ
た
の
で
、
私
は
ま
た
す

ぐ
「
え
ら
い
な
あ
」
と
声
を
か
け
ま
し

た
。
す
る
と
「
は
あ
い
、
え
ら
い
で
ー

す
」
と
さ
わ
や
か
な
笑
顔
と
後
ろ
姿
を

私
の
視
界
の
中
に
残
し
て
、
去
っ
て
行

き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
朝
の
で
き
ご
と
は
わ
ず
か

十
秒
ほ
ど
の
で
き
ご
と
で
し
た
が
、
と

て
も
気
持
ち
良
い
さ
わ
や
か
な
で
き
ご

と
で
し
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
ず

登
校
し
て
い
た
の
は
、
反
抗
と
ま
で
言

う
と
大
げ
さ
過
ぎ
ま
す
が
、
ほ
ん
の
さ

さ
や
か
な
冒
険
心
で
し
ょ
う
。
学
校
や

社
会
の
規
則
に
対
す
る
反
抗
心
は
、
大

人
へ
の
階
段
を
上
り
始
め
た
思
春
期
の

子
ど
も
な
ら
誰
に
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
彼
女
た
ち
が
、
ど
こ
の

誰
か
も
分
か
ら
な
い
（
私
は
馬
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
馬
の
骨
と
は
言
い
ま
せ

ん
）
私
に
向
か
っ
て
「
う
る
さ
い
！
」

と
か
「
や
か
ま
し
い
！
」
な
ど
の
口
汚

い
言
葉
や
無
視
で
返
し
て
来
な
か
っ
た

の
は
、私
と
の
関
わ
り
が「
こ
ら
あ
！
」

（
渋
い
顔
）で
は
な
く「
お
は
よ
う
」（
笑

顔
）
の
挨
拶
か
ら
始
ま
っ
た
か
ら
で
し

ょ
う
。
「
お
は
よ
う
」
は
、
そ
の
日
の

人
間
関
係
の
始
ま
り
を
居
心
地
の
良
い

も
の
に
し
て
く
れ
る
魔
法
の
言
葉
だ
と

つ
く
づ
く
思
っ
た
で
き
ご
と
で
し
た
。

私
は
、
彼
女
た
ち
の
お
陰
で
そ
の
後
の

一
日
を
気
持
ち
良
く
過
ご
せ
た
こ
と
に

「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
届
け
た
く

な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉

は
、
幸
せ
を
届
け
て
く
れ
る
万
能
の
言

葉
だ
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
私
は
、
全

く
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
一
日
の

始
ま
り
の
「
お
は
よ
う
」
も
、
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
る
「
あ
り
が
と
う
」
も
、

な
ん
で
こ
う
も
人
間
関
係
を
良
く
し
て

く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

す
ぐ
私
の
考
え
を
述
べ
て
、
皆
さ
ん

に
考
え
て
も
ら
え
る
時
間
が
な
く
て
は

失
礼
で
す
の
で
時
間
を
稼
が
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
改
め
て
、
な
ぜ
人
間
関
係

が
良
く
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
私
の
持

論
は
こ
う
で
す
。
挨
拶
や
感
謝
の
言
葉

で
、
「
あ
な
た
を
大
切
に
思
っ
て
い
ま

す
よ
」
と
い
う
心
が
、
言
葉
に
乗
っ
て

相
手
に
伝
わ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
大
切
に
思
う
」
気
持
ち
が
「
相

手
を
尊
敬
す
る
」、つ
ま
り
「
相
手
の
人

権
を
尊
重
し
て
い
る
」
こ
と
な
ん
で
す
。

（
次
号
に
続
く
）

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううう 人人
権権
っっ
てて
本本
当当
はは
めめ
んん
どど
いい

もも
のの
じじ
ゃゃ
なな
いい
んん
でで
すす
よよ
。。

県
派
遣
社
会
教
育
主
事

杉

本

良

田

中

智

也

小
松
島
市

笹

田

夏

美

鯛

浜

新

居

雄

祐

江

尻

大

谷

恵

美

江

尻

林

二
三
男

三
好
市

岡

田

典

子

鯛

浜

佐

藤

剛

徳
島
市

植

原

直

美

北

村

神

谷

晃

新
喜
来

山

田

夕
佳
里

新
喜
来

檜

垣

幸

一

江

尻

辻

岡

早

苗

徳
島
市

新

矢

直

也

鯛

浜

入

口

友

希

藍
住
町

田

口

泰

之

真

理

こ
う

へ
い

長
男

航

平

太
郎
八
須

伊

藤

彰

宏

果
央
里

れ

の

長
女

玲

乃

中

村

武

本

修

美
智
子

し
ょ
う

ま

長
男

匠

真

中

村

谷

奥

翔

薫

み

ゆ

長
女

心

優

江

尻

市

原

倹
太
郎

由

香

め

い

長
女

萌

唯

高

房

政

近

臣

芳

恵

も
も

か

長
女

桃

花

中

村

後

藤

隆

憲

由

美

あ
ゆ
む

長
男

歩

鯛

浜

川

上

晃

彦

美

穂

ひ

ろ

か

長
女

比
呂
華

鯛

浜

笠

井

�

二

真
利
子

て
ん

せ
い

長
男

天

晴

北

村

岸

�

利

紀

志
保
里

な

お

二
女

奈

央

新
喜
来

渋

谷

大

悟

理

恵

う
み

長
女

海

中

村

山

�

善

宏

浩

子

こ
こ

あ

長
女

心

愛

江

尻

上

岡

友

貴

麻
衣
子

ゆ

り

か

二
女

由
里
香

高

房

林

甲

介

里

香

ゆ
う

か

長
女

優

花

江

尻

佐

藤

真

也

輝

実

あ
お
い

長
女

葵

中

村

井

藤

雄

介

可
奈
子

み

く

長
女

弥

玖

北

村

中

野

恒

夫
（
８５
歳
）
中

村

中

谷

光

�
（
５８
歳
）
江

尻

岡

島

キ
ヨ
子
（
９６
歳
）
中

村

水

田

愛

子
（
８５
歳
）
鯛

浜

岡

島

利

夫
（
５４
歳
）
高

房

�

畠

智
惠
子
（
９０
歳
）
高

房

茂
呂
居

幸

広
（
５０
歳
）
中

村

福

田

安

笑
（
７９
歳
）
中

村

若

田

君

子
（
８３
歳
）
鯛

浜

瀧

川

辰

男
（
７５
歳
）
中

村

忠

津

良

一
（
６４
歳
）
中

村

藤

島

ナ
ツ
子
（
８６
歳
）
江

尻

��	��	

��	��	��	��	��	

ポポポポポポポポポポポポポポポポイイイイイイイイイイイイイイイイ捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨捨てててててててててててててててて・・・・・・・・・・・・・・・・犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬ののののののののののののののののふふふふふふふふふふふふふふふふんんんんんんんんんんんんんんんん害害害害害害害害害害害害害害害害ををををををををををををををををななななななななななななななななくくくくくくくくくくくくくくくくしししししししししししししししし
ててててててててててててててててききききききききききききききききれれれれれれれれれれれれれれれれいいいいいいいいいいいいいいいいなななななななななななななななな町町町町町町町町町町町町町町町町にににににににににににににににに！！！！！！！！！！！！！！！！ 生生活活産産業業課課

散歩中の犬の
フンの放置は、
条例で禁止され
ています。
飼い主は責任
をもって必ず持
ち帰りましょう。

（その１）

（１５） 町報２００９．５



一

般

質

問

町
政
全
般
に
わ
た
る
一
般
質
問
は
、

三
木
清
文
議
員
、
武
山
光
憲
議
員
、

故
大
久
保
元
晴
議
員
、
大
溝
典
幸
議

員
、
中
野
真
吾
議
員
、
羽
坂
登
志
馬

議
員
、
増
谷
禎
通
議
員
で
大
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

三
木
清
文
議
員

（
質
問
一
）
創

世
ホ
ー
ル
の
活

動
に
つ
い
て

①

「
南
方
熊

楠
の
世
界
」
の

講
演
会
を
拝
聴
し
感
動
し
た
。
年
間

を
通
じ
て
素
晴
ら
し
い
催
し
が
開
か

れ
て
い
る
が
、
館
長
の
基
本
姿
勢
を

聞
き
た
い
。

（
答
弁
）

企
画
を
立
案
す
る
際
、
創
世
ホ
ー

ル
と
し
て
の
独
自
性
・
公
立
文
化
施

設
で
開
催
す
る
妥
当
性
・
動
員
予
想

・
予
算
規
模
・
北
島
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
等
を
常
に
勘
案
し
、
知
恵
を

絞
っ
て
い
る
。

（
質
問
一
）
②

こ
の
講
演
会
で
入
場
料
が
無
料
な

の
は
な
ぜ
か
。

（
答
弁
）

他
町
で
も
講
演
会
は
大
半
が
無
料
。

謝
礼
は
、
講
師
先
生
へ
の
直
接
交
渉

で
あ
り
、
旅
費
・
宿
泊
費
を
含
め
て

十
数
万
円
で
お
願
い
し
て
い
る
。
今

回
も
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
北
島
町
の

宣
伝
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
い
う
効

果
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

（
質
問
一
）
③

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
上
映
中
は
全
て

の
明
か
り
を
消
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

メ
モ
を
取
ら
れ
る
方
へ
の
配
慮
が

必
要
で
な
い
か
と
、
講
師
先
生
と
の

協
議
に
よ
り
、
最
低
限
の
客
席
照
明

を
点
灯
し
た
。

（
質
問
二
）
環
境
保
全
美
化
事
業
に

つ
い
て

①

用
水
路
の
水
質
汚
濁
が
進
み
、

浄
化
対
策
に
積
極
的
に
取
組
む
必
要

が
あ
る
。
下
水
道
工
事
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

（
答
弁
）

平
成
二
十
一
年
度
予
定
で
、
事
業

費
ベ
ー
ス
二
十
八
％
、
管
渠
ベ
ー
ス

十
九
％
の
進
捗
率
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
第
一
期
事
業
と
し
て

役
場
周
辺
の
一
〇
〇
・
九
ｈ
ａ
を
実

施
し
て
い
る
が
、
平
成
二
十
五
年
度

ま
で
事
業
期
間
を
延
伸
す
る
予
定
。

第
一
期
事
業
終
了
後
、
残
り
五
〇

五
・
二
ｈ
ａ
に
つ
い
て
も
、
県
及
び

流
域
関
連
の
他
市
町
と
共
に
推
進
し

て
い
く
。

（
質
問
二
）
②

北
村
地
区
の
水
路
に
設
置
さ
れ
た

ブ
ロ
ッ
ク
の
浄
化
施
設
の
効
果
は
ど

う
か
、
永
久
的
に
使
え
る
の
か
。

（
答
弁
）

平
成
十
五
年
度
二
箇
所
に
水
質
浄

化
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
し
た
結
果
、
藻

類
が
繁
殖
し
、
浄
化
に
一
定
の
効
果

が
得
ら
れ
た
が
、
水
位
が
低
下
し
た

時
、
ご
み
・
ヘ
ド
ロ
も
一
緒
に
溜
ま

り
、
水
の
流
れ
が
阻
害
さ
れ
、
効
果

に
つ
い
て
は
十
分
で
な
い
。
こ
の
た

め
、
平
成
十
八
年
度
に
一
箇
所
撤
去
。

他
の
一
箇
所
も
施
設
の
状
況
を
確
認

し
撤
去
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

（
質
問
二
）
③

Ｅ
Ｍ
菌
を
活
用
し
た
浄
化
は
今
後

ど
う
す
る
の
か
。
納
豆
菌
等
を
使
用

し
た
方
法
が
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、

急
が
れ
る
環
境
保
全
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

（
答
弁
）

水
路
の
水
質
・
底
質
の
一
層
の
環

境
浄
化
を
図
る
た
め
、
北
島
Ｅ
Ｍ
の

会
、
各
小
学
校
と
の
協
働
事
業
と
し

て
推
進
し
て
い
く
。
Ｅ
Ｍ
菌
の
一
種

の
納
豆
菌
等
の
活
用
方
法
も
、
引
き

続
き
情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
く
。

（
質
問
三
）
健
康
に
つ
い
て

①

生
活
習
慣
病
の
現
状
は
。
ま
た
、

対
策
と
そ
の
効
果
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

死
亡
統
計
で
は
、
平
成
十
八
年
度
、

全
死
亡
百
四
十
二
名
、
脳
血
管
疾
患

二
十
一
名
、
虚
血
性
心
疾
患
三
十
四

名
、
悪
性
新
生
物
四
十
一
名
、
糖
尿

病
一
名
で
あ
る
。

国
保
加
入
者
の
レ
セ
プ
ト
分
析
の

実
施
や
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
糖

尿
病
等
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
指
し

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
と
特
定
保

健
指
導
の
充
実
を
中
心
に
活
動
。
一

月
末
現
在
で
九
四
八
名
の
受
診
が
あ

り
受
診
率
は
三
十
・
七
％
、
特
定
保

健
指
導
の
該
当
は
一
四
五
名
で
、
う

ち
指
導
実
施
者
は
七
十
八
名
で
あ
る
。

血
圧
・
糖
尿
病
検
査
の
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ

・
腎
機
能
検
査
の
Ｇ
Ｆ
Ｒ
の
値
が
高

い
方
に
訪
問
で
相
談
等
を
実
施
。

そ
の
中
で
す
で
に
町
内
の
医
療
機
関

治
療
さ
れ
て
い
る
方
は
医
療
機
関
に

ご
協
力
頂
き
連
携
を
と
り
な
が
ら
実

施
し
て
い
る
。

効
果
と
し
て
は
、
血
液
検
査
の
デ

ー
タ
は
、
次
回
の
特
定
健
診
で
の
結

果
の
評
価
に
な
る
が
、
体
重
の
減
量

を
目
標
に
生
活
習
慣
を
改
善
し
た
方

か
ら
は
、
減
量
が
出
来
た
と
言
う
反

応
も
頂
い
て
い
る
。
具
体
的
な
評
価

は
、
特
定
保
健
指
導
期
間
終
了
後
に

集
計
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

（
質
問
三
）
②

最
近
の
新
聞
に
「
丈
夫
な
子
ど
も

を
つ
く
る
基
本
食
」
と
題
し
て
米
飯

増
や
し
て
肥
満
防
止
と
特
に
子
ど
も

達
の
健
康
に
つ
い
て
強
調
さ
れ
て
い

る
が
、
学
校
給
食
や
子
育
て
中
の
お

母
さ
ん
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

学
校
給
食
は
、
生
活
習
慣
病
対
策

と
し
て
日
本
型
食
生
活
を
体
験
で
き

る
献
立
を
実
施
。
町
内
産
米
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
使
用
し
、
ご
は
ん
給
食
は
週

三
回
な
い
し
四
回
実
施
し
て
お
り
、

町
内
産
の
野
菜
を
調
理
し
た
副
食
の

提
供
に
も
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
園
児
・
児
童
・
保
護
者
を

対
象
に
親
子
料
理
教
室
を
開
催
し
、

栄
養
の
知
識
や
食
事
の
取
り
方
に
つ

議
会
だ
よ
り

北
島
町
議
会

平
成
二
十
一
年
第
一
回
定
例
会
は
、
三
月
五
日
に
開
会
さ
れ
、
三
月
二
十

四
日
に
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

町
長
提
出
議
案
と
し
て
「
北
島
町
総
合
庁
舎
耐
震
改
修
工
事
請
負
契
約
に

つ
い
て
」
な
ど
三
十
七
議
案
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
北
島
町
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」
な
ど
三
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
「
北
島
町
幼
稚
園

保
育
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
及
び
「
北
島
町
と
松
茂
町
と
の
間
に

お
け
る
埋
蔵
文
化
財
事
務
の
一
部
事
務
の
受
託
に
係
る
協
議
に
つ
い
て
」
は

修
正
議
決
、
そ
の
他
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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い
て
保
護
者
と
の
交
流
を
し
て
い
る
。

学
校
で
の
給
食
試
食
会
の
時
等
に
は
、

セ
ン
タ
ー
所
長
及
び
栄
養
教
諭
が
、

直
接
保
護
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
。

（
質
問
三
）
③

安
心
、
安
全
な
食
料
を
確
保
す
る

た
め
に
有
機
農
業
の
普
及
や
、
地
産

地
消
の
観
点
か
ら
お
い
し
い
食
料
を

作
る
努
力
も
必
要
だ
が
ど
う
か
。

（
答
弁
）

消
費
者
に
、
よ
り
一
層
の
安
全
・

安
心
・
お
い
し
い
農
産
物
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
有
機
農
業
・
低
農
薬
栽

培
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
板
野
郡
農
協
や

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
と
っ

て
い
く
。

（
質
問
三
）
④

最
近
特
に
塩
分
の
取
り
過
ぎ
と
、

か
な
り
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
る
方
も

多
い
。
自
然
塩
の
健
康
法
な
ど
か
ら

考
え
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

（
答
弁
）

自
然
塩
も
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
い
イ
メ

ー
ジ
は
あ
る
が
、
そ
う
い
う
表
記
は

認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
食
用
塩
も
自

然
塩
も
塩
と
し
て
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ

ウ
ム
が
人
間
の
体
に
与
え
る
影
響
は

同
じ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
住
民
の

皆
様
の
健
康
に
役
立
つ
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
て
い
く
よ
う
努
め
て

い
く
。

武
山
光
憲
議
員

（
質
問
一
）
財

政
状
況
と
活
性

化
に
つ
い
て

①

全
世
界
を

襲
っ
て
い
る
金

融
危
機
の
中
、
北
島
町
に
お
い
て
も
、

法
人
町
民
税
、
町
税
、
還
付
金
の
減

収
額
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

（
答
弁
）

平
成
二
十
年
度
の
法
人
町
民
税
は
、

当
初
予
算
見
積
額
よ
り
八
百
万
円
の

減
収
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
町
税
全

体
で
は
一
億
千
二
百
万
円
の
増
収
が

見
込
ま
れ
、
本
年
度
の
決
算
見
込
額

を
二
十
九
億
二
千
八
百
万
円
と
予
測

し
て
い
る
。

償
還
金
の
決
算
見
込
額
は
二
千
三

百
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

（
質
問
一
）
②

平
成
二
十
一
年
度
見
込
額
は
い
く

ら
に
な
る
か
。

（
答
弁
）

平
成
二
十
一
年
度
予
算
は
、
平
成

二
十
年
度
予
算
と
比
較
し
て
、
法
人

町
民
税
で
四
千
三
百
二
十
万
円
、
町

税
全
体
で
は
一
億
千
百
六
十
万
円
と

大
幅
な
減
収
と
な
っ
て
い
る
。

償
還
金
は
、
前
年
と
同
額
の
千
五

十
万
円
を
見
積
も
っ
て
い
る
。

（
質
問
一
）
③

緊
急
対
策
は
今
年
一
月
以
降
検
討

実
施
す
る
の
か
。

（
答
弁
）

国
の
第
二
次
補
正
予
算
を
受
け
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
、
環
境

美
化
推
進
事
業
を
実
施
。
臨
時
職
員

を
雇
用
し
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、
緊
急
経
済
支
援
対
策
と
し

て
、
商
工
活
性
化
事
業
補
助
金
を
増

額
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
拡

充
等
を
推
進
す
る
。

（
質
問
二
）
今
、
自
治
体
は
何
を
す

べ
き
か

①

行
財
政
改
革
の
五
年
間
の
達
成

度
を
検
証
し
、
住
民
に
分
か
り
や
す

く
公
表
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
今
年

度
、
行
財
政
改
革
計
画
を
策
定
す
る

の
か
。

（
答
弁
）

集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
示
し
た
実
施

計
画
の
進
捗
状
況
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
毎
年
成
果
の
検
証
と
し
て
歳
入
、

歳
出
の
実
績
を
公
表
し
て
い
る
。
最

終
年
度
の
平
成
二
十
一
年
度
に
実
績

を
検
証
し
、
次
期
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

（
質
問
二
）
②

平
成
二
十
一
年
三
月
末
の
収
入
未

済
額
の
見
込
額
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

（
答
弁
）

一
昨
年
の
七
月
か
ら
悪
質
滞
納
者

に
厳
し
く
滞
納
処
分
を
実
施
し
て
い

る
が
、
引
続
き
強
力
に
滞
納
整
理
を

推
進
す
る
。
平
成
二
十
年
度
の
収
入

未
済
額
は
、
一
億
九
千
八
百
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

（
質
問
三
）
パ
ソ
コ
ン
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
変
更
に
よ
る
経
費
削
減
に
つ

い
て

①

こ
こ
二
〜
三
年
パ
ソ
コ
ン
を
新

規
に
切
り
替
え
て
い
る
が
、
二
十
年

度
何
台
で
幾
ら
の
予
算
を
投
入
し
た

の
か
。
そ
の
内
、
オ
フ
ィ
ス
ラ
イ
セ

ン
ス
が
占
め
る
金
額
は
い
く
ら
か
。

（
答
弁
）

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
四
十
台
を
六
百

二
十
七
万
九
千
円
で
購
入
。
そ
の
内
、

オ
フ
ィ
ス
ラ
イ
セ
ン
ス
が
占
め
る
金

額
は
、
約
百
五
十
万
円
で
あ
る
。

（
質
問
三
）
②

最
近
自
治
体
で
採
用
し
て
い
る
オ

ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の
オ
フ
ィ
ス
・
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
（
無
料
）
を
採
用
す
る
考

え
は
な
い
か
。

（
答
弁
）

作
成
し
た
フ
ァ
イ
ル
の
互
換
性
の

リ
ス
ク
が
高
い
と
思
わ
れ
、
採
用
し

て
い
る
自
治
体
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

徳
島
県
は
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
オ

ー
プ
ン
系
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
導
入
を

将
来
的
な
検
討
対
象
の
一
つ
と
捉
え

て
お
り
、
北
島
町
で
も
基
幹
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
際
は
、
オ
ー
プ
ン
系

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
導
入
を
検
証
す
る
。

（
質
問
三
）
③

税
務
・
住
民
・
保
険
等
基
幹
シ
ス

テ
ム
の
対
象
金
額
は
い
く
ら
か
。

（
答
弁
）

平
成
二
年
度
に
住
民
情
報
検
索
シ

ス
テ
ム
を
稼
働
し
、
税
務
・
保
険
等

の
業
務
機
能
を
追
加
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。
既
に
十
八
年
が
経
過
し

て
お
り
対
象
金
額
は
不
明
。
現
在
同

様
の
新
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
れ
ば
、

一
億
円
程
度
と
推
測
す
る
。

（
質
問
四
）
公
園
遊
具
の
点
検
に
つ

い
て全

国
的
に
遊
具
の
老
朽
化
で
事
故

が
起
き
て
い
る
が
、
安
全
点
検
も
含

め
町
内
公
園
遊
具
を
見
直
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
ベ
ン
チ
・
テ
ー
ブ
ル

も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

遊
具
を
設
置
し
て
い
る
都
市
公
園

十
九
箇
所
・
緑
地
公
園
二
十
二
箇
所

に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
度
及
び
平

成
二
十
年
度
に
都
市
公
園
十
九
箇
所

を
点
検
し
て
い
る
。
平
成
二
十
一
年

度
は
緑
地
公
園
を
含
む
四
十
一
箇
所

を
点
検
す
る
。
こ
の
点
検
結
果
を
踏

ま
え
、
緊
急
性
の
あ
る
も
の
か
ら
修

理
を
実
施
し
、
安
全
で
安
心
し
て
利

用
で
き
る
公
園
と
し
て
管
理
し
て
い

く
。ベ

ン
チ
・
テ
ー
ブ
ル
等
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
各
公
園
等
の
利
用
状
況

に
応
じ
検
討
す
る
。

（
質
問
五
）
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

①

土
曜
日
の
児
童
館
預
か
り
人
数

が
少
な
い
の
で
、
ペ
ア
ネ
ッ
ト
さ
く

ら
（
土
・
日
休
み
）
の
子
ど
も
を
預

か
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

（
答
弁
）

ペ
ア
ネ
ッ
ト
さ
く
ら
は
、
在
宅
で

過
ご
す
子
ど
も
と
保
護
者
が
共
に
、

「
遊
び
・
学
び
・
育
つ
」
機
会
を
提

供
し
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な

発
達
等
を
目
的
と
し
て
、
中
央
児
童

（１７） 町報２００９．５



館
で
開
設
し
て
お
り
、
保
護
者
の
仕

事
等
の
事
情
に
よ
る
「
登
録
児
童
預

か
り
」
と
は
主
旨
・
事
業
内
容
が
異

な
る
。
土
曜
日
の
開
館
に
つ
い
て
も
、

「
登
録
児
童
預
か
り
」
を
対
象
と
し
、

中
央
児
童
館
一
館
で
お
預
か
り
し
て

い
る
。

（
質
問
五
）
②

ペ
ア
ネ
ッ
ト
さ
く
ら
で
預
か
っ
て

い
る
子
ど
も
は
南
方
面
の
方
が
多
い

と
聞
い
て
い
る
が
、
南
部
地
区
学
習

等
供
用
施
設
で
保
護
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

ペ
ア
ネ
ッ
ト
さ
く
ら
は
、
保
護
者

が
参
加
さ
れ
る
事
業
で
あ
り
、
駐
車

場
の
確
保
に
余
裕
が
あ
る
中
央
児
童

館
で
実
施
し
て
い
る
。

ペ
ア
ネ
ッ
ト
さ
く
ら
を
実
施
し
て

い
な
い
四
館
に
つ
い
て
も
、
午
前
十

時
か
ら
開
館
し
て
お
り
、対
象
者（
在

宅
親
子
）
の
来
館
を
受
け
入
れ
す
る

職
員
体
制
を
整
え
て
い
る
。

（
質
問
六
）
子
ど
も
の
携
帯
所
持
に

つ
い
て

文
部
科
学
省
か
ら
子
ど
も
の
携
帯

所
持
に
つ
い
て
、
小
中
学
校
へ
の
持

込
を
原
則
禁
止
す
べ
き
と
す
る
指
針

が
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
通
知
さ

れ
た
。
但
し
、
緊
急
連
絡
手
段
と
し

て
持
込
を
保
護
者
が
校
長
に
申
請
し

た
場
合
、
登
校
後
学
校
で
預
か
る
こ

と
を
条
件
に
認
め
る
。

北
島
町
の
小
・
中
学
校
の
現
状
と

今
後
の
実
施
は
ど
う
な
る
の
か
。

（
答
弁
）

北
島
町
の
小
・
中
学
校
は
、
学
校

へ
の
携
帯
電
話
の
持
ち
込
み
を
全
面

禁
止
と
し
て
い
る
。
保
護
者
に
は
、

携
帯
電
話
の
利
便
性
や
危
険
性
に
つ

い
て
、
入
学
式
の
説
明
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

総
会
等
の
機
会
を
捉
え
説
明
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
全
面
禁
止
を
継

続
し
て
い
く
。

（
質
問
七
）
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

①

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公
表

は
賛
否
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
町
・

学
校
単
位
で
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

②

二
〇
〇
九
年
度
、
北
島
町
は
学

力
テ
ス
ト
に
参
加
す
る
の
か
。

（
答
弁
）

二
〇
〇
八
年
度
の
結
果
を
参
考
に

北
島
町
で
は
学
力
推
進
向
上
委
員
会

を
設
置
し
、
学
力
向
上
に
向
け
各
学

年
の
課
題
や
対
策
に
つ
い
て
共
通
理

解
を
図
り
、
平
常
授
業
に
活
用
し
て
、

研
究
授
業
で
検
証
し
た
。
ま
た
、
運

動
体
力
・
能
力
・
習
慣
に
つ
い
て
は
、

調
査
の
結
果
二
極
化
現
象
が
見
ら
れ

る
。こ

れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
、
授
業

改
善
、
学
習
習
慣
の
育
成
、
生
活
習

慣
の
確
立
等
を
目
標
に
活
用
し
て
お

り
、
公
表
は
し
な
い
。
二
〇
〇
九
年

度
に
つ
い
て
も
、
学
力
テ
ス
ト
に
参

加
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

故
大
久
保
元
晴
議
員

（
質
問
一
）
校

舎
解
体
工
事
に

絡
む
問
題
に
つ

い
て

①

中
学
校
舎

の
老
朽
化
に
伴
い
、
耐
震
問
題
・
災

害
発
生
時
の
緊
急
避
難
場
所
等
か
ら

建
て
替
え
が
決
定
し
昨
年
十
二
月
か

ら
既
設
校
舎
の
解
体
が
開
始
さ
れ
た
。

処
理
さ
れ
る
経
緯
に
つ
い
て
、
工
事

発
注
、
建
物
解
体
、
産
業
廃
棄
物
発

生
、
収
集
運
搬
、
処
分
の
過
程
を
経

て
解
体
処
分
が
な
さ
れ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
発
注
か
ら
処
分
に
至
る
ま

で
の
間
、
様
々
な
問
題
や
疑
義
が
浮

上
し
て
い
る
。

周
辺
の
地
質
、
家
屋
調
査
に
つ
い

て
、
当
初
予
算
二
〇
〇
万
円
が
計
上

さ
れ
て
い
た
が
、
何
戸
調
査
し
た
の

か
。

（
答
弁
）

当
初
予
算
に
二
〇
〇
万
円
を
計
上

し
、
工
事
専
用
出
入
り
口
で
あ
る
中

学
校
正
門
の
両
サ
イ
ド
の
家
屋
四
軒

を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
た
。

（
質
問
一
）
②

解
体
工
事
に
起
因
す
る
振
動
等
と

周
辺
住
宅
の
建
物
損
害
と
の
因
果
関

係
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

（
答
弁
）

周
辺
家
屋
の
被
害
に
つ
い
て
は
、

事
後
調
査
を
実
施
し
、
工
事
と
の
関

連
を
調
査
す
る
。

（
質
問
一
）
③

校
舎
解
体
に
伴
う
廃
棄
物
運
搬
車

が
当
事
者
と
な
っ
た
交
通
事
故
に
つ

い
て
ど
う
思
う
か
。

（
答
弁
）

交
通
事
故
は
、
廃
棄
物
運
搬
中
の

事
故
で
は
な
く
、
私
的
な
要
件
の
途

中
で
起
き
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い

る
。
非
常
に
悲
し
い
痛
ま
し
い
事
故

で
あ
り
残
念
で
あ
る
。

（
質
問
一
）
④

廃
棄
物
処
分
場
所
の
疑
念
に
つ
い

て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
搬
送
先
は

国
府
町
に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
鳴
門

市
内
に
運
ん
で
い
た
疑
い
が
あ
る
が

ど
う
か
。

（
答
弁
）

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
と
お
り
処
分
さ

れ
て
い
る
。

（
質
問
一
）
⑤

付
近
住
民
の
人
か
ら
工
事
の
振
動

に
よ
り
建
物
に
被
害
が
生
じ
た
為
、

適
切
な
対
応
を
し
て
ほ
し
い
旨
の
申

し
入
れ
が
文
書
で
町
長
宛
に
な
さ
れ

た
と
思
う
。
そ
の
件
に
関
し
、
い
か

な
る
対
応
を
と
っ
た
の
か
。

そ
の
後
、
被
害
者
と
の
経
緯
は
弁

護
士
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。

ど
の
様
な
結
果
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）

申
立
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
双

方
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

大
溝
典
幸
議
員

（
質
問
一
）
特

別
支
援
学
級
に

つ
い
て

文
部
科
学
省

で
は
様
々
な
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
ち
、
支
援
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
達
の
た
め
に
特

別
支
援
教
育
・
学
級
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
制
度
の
問
題
点
は
、
ハ
ン
デ

ィ
を
持
つ
児
童
八
名
を
上
限
に
一
ク

ラ
ス
と
し
、
担
当
教
諭
が
一
名
と
い

う
現
状
で
あ
り
、
児
童
の
一
人
ひ
と

り
に
配
慮
し
た
教
育
内
容
や
安
全
性

や
担
当
教
諭
の
負
担
が
憂
慮
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
国
の
支
援
員
の
財
政
措

置
は
、
各
中
学
校
区
に
一
名
の
割
合

で
あ
り
、
教
諭
の
加
配
を
希
望
す
る

場
合
は
町
負
担
に
な
る
。

子
ど
も
達
に
は
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
に
よ
る
困
難
を
克
服
で
き
る
教

育
環
境
が
必
要
で
あ
り
、
早
期
発
見

と
早
期
支
援
を
重
視
す
べ
く
、
各
校

の
状
況
を
把
握
し
、
適
正
な
教
諭
の

配
置
を
行
な
う
べ
き
で
な
い
か
。

（
答
弁
）

小
学
校
の
特
別
支
援
教
室
の
児
童

は
計
三
十
名
で
教
員
は
七
名
体
制
、

中
学
校
で
は
六
名
に
対
し
二
名
体
制

で
あ
る
が
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
各
小
学
校

に
一
名
配
置
し
、
支
援
強
化
を
図
る
。

（
質
問
二
）
住
民
活
動
に
よ
る
校
舎

整
備
に
つ
い
て

昨
年
第
三
回
定
例
会
で
、
校
舎
の
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補
修
工
事
を
提
案
し
た
が
、
ま
だ
着

手
さ
れ
て
い
な
い
。

改
善
案
の
一
つ
と
し
て
、
専
門
家

を
交
え
た
住
民
に
よ
る
教
室
等
の
塗

装
、
階
段
周
り
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
張

替
え
な
ど
、
校
舎
の
美
化
活
動
を
主

題
と
し
た
軽
微
な
補
修
等
を
、
春
・

夏
・
冬
の
休
暇
期
間
を
利
用
し
取
り

組
む
新
分
野
の
住
民
活
動
を
提
案
す

る
。
実
施
可
能
か
ど
う
か
。

（
答
弁
）

軽
微
な
修
繕
等
の
住
民
活
動
の
実

施
は
、
北
島
町
住
民
活
動
推
進
条
例

に
よ
り
可
能
で
あ
る
。

（
質
問
三
）
中
学
校
解
体
工
事
に
つ

い
て今

年
一
月
の
新
聞
紙
上
に
は
、
中

学
校
解
体
工
事
に
よ
る
振
動
や
騒
音

に
対
す
る
苦
情
が
相
次
ぎ
、
家
屋
に

ひ
び
割
れ
等
が
発
生
し
た
と
報
道
さ

れ
た
。
現
在
の
実
態
調
査
の
状
況
と

し
て
、
対
象
家
屋
数
、
各
住
宅
の
状

況
、
工
事
と
の
因
果
関
係
な
ど
を
伺

い
た
い
。
ま
た
、
今
後
の
対
応
と
新

設
工
事
・
北
校
舎
解
体
時
の
対
策
も

伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

家
屋
調
査
の
実
施
件
数
は
八
軒
で

す
。
今
後
、
家
屋
状
況
を
事
後
調
査

し
、
工
事
と
の
関
連
を
把
握
し
対
応

す
る
。
ま
た
、
今
後
発
注
す
る
校
舎

の
改
築
工
事
、
北
校
舎
の
解
体
に
つ

い
て
は
施
工
監
理
業
者
、
施
工
業
者

と
十
分
協
議
し
、
付
近
住
民
に
配
慮

し
た
工
法
と
す
る
。

（
質
問
四
）
次
期
町
長
選
に
つ
い
て

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
集
中
改

革
プ
ラ
ン
（
平
成
十
六
年
対
比
十
八

年
）
の
実
績
と
し
て
、
住
民
は
も
と

よ
り
、
町
職
員
の
理
解
と
協
力
に
よ

る
成
果
が
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

�
事
務
機
器
の
契
約
等
見
直
し
に
よ

る
経
費
縮
減
：
約
一
七
四
万
円
。
�

コ
ピ
ー
用
紙
な
ど
消
耗
品
節
約
や
印

刷
費
の
縮
減
：
約
一

〇
八
四
万
円
。

�
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
活
動
に
よ
る

光
熱
水
費
縮
減
：
約
二
五
七
万
円
。

�
ゴ
ミ
処
理
委
託
費
の
縮
減
：
約
二

二
一
二
万
円
。
�
町
長
・
副
町
長

・
教
育
長
の
給
与
削
減
：
約
九
八
万

円
。
�
職
員
数
減
に
よ
る
人
件
費
縮

減
：
約
五

八
七
三
万
円
等
、
縮
減

合
計
は
約
一
六

五
四
五
万
円
に
な

る
。こ

れ
ら
改
革
の
成
果
が
持
続
さ
れ
、

優
先
課
題
で
あ
る
耐
震
改
修
工
事
の

一
環
と
し
て
、
中
学
校
改
築
工
事
の

着
工
に
つ
な
が
っ
た
。

更
に
住
民
活
動
も
推
進
さ
れ
、
各

地
域
は
活
性
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

補
助
金
の
削
減
や
隣
町
と
異
な
る
入

札
内
容
に
よ
り
町
内
業
者
育
成
の
状

況
な
ど
、
理
解
が
得
ら
れ
な
い
部
分

も
あ
る
。

地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
く
と
予
測
さ
れ
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
首
長
像
と
し
て
町
独
自

で
何
を
優
先
課
題
と
す
る
の
か
。
自

立
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
持
続
可
能

な
改
革
の
推
進
者
が
求
め
ら
れ
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
執
行
の
町
長
選

に
向
か
う
現
在
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

こ
の
数
年
は
国
を
挙
げ
て
の
行
財

政
改
革
期
で
あ
り
、
地
方
行
政
も
厳

し
い
財
政
環
境
に
直
面
し
、
集
中
改

革
プ
ラ
ン
を
作
成
し
推
進
し
て
き
た
。

こ
の
状
況
を
平
成
十
四
年
度
の
財
政

を
基
準
に
し
て
、そ
の
後
六
年
間（
平

成
十
五
〜
二
十
年
度
）
の
変
遷
を
総

括
し
て
み
ま
す
と
、
歳
入
面
で
は
、

税
制
改
革
に
よ
る
地
方
税
の
増
額

（
六
億
円
余
）
の
反
面
、
普
通
交
付

税
が
大
幅
に
減
額
（
計
十
八
億
円

余
）
さ
れ
、
一
方
、
歳
出
面
で
は
扶

助
費
な
ど
義
務
的
経
費
が
増
加
（
計

九
億
円
余
）
す
る
な
ど
、
実
質
的
に
、

二
十
一
億
円
余
も
の
巨
額
の
財
政
縮

減
に
対
処
し
ま
し
た
。
こ
の
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
聖
域

な
き
改
革
を
一
歩
一
歩
推
進
し
つ
つ
、

住
民
と
の
「
協
働
以
外
の
道
な
し
」

と
の
信
念
の
下
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
上
、
こ
の
間
に
、
基
金
の
積
み

増
し
（
十
億
円
余
）
と
起
債
残
高
の

圧
縮
（
六
億
円
弱
）
な
ど
も
図
り
、

中
学
校
の
改
築
な
ど
必
須
の
大
型
工

事
に
取
り
組
む
た
め
の
財
政
基
盤
の

改
善
に
努
め
た
。

一
〇
〇
年
に
一
度
の
世
界
的
な
大

危
機
に
直
面
し
激
変
す
る
現
在
、
多

く
の
課
題
の
推
進
に
全
力
を
挙
げ
取

り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
先
の

こ
と
を
考
え
る
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。

中
野
真
吾
議
員

（
質
問
一
）
下

水
道
に
つ
い
て

①

都
市
計
画

法
に
お
け
る
開

発
行
為
許
可
申

請
時
に
北
島
町
が
同
意
を
す
る
場
合
、

将
来
町
道
に
な
る
部
分
は
寄
付
行
為

で
町
道
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
第
一
次
事
業
認
定
区
域
に

つ
い
て
は
、
下
水
道
の
配
管
を
義
務

づ
け
て
は
ど
う
か
。

②

近
隣
町
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

宅
地
開
発
に
伴
う
区
域
内
の
下
水

道
配
管
の
義
務
づ
け
は
、
下
水
道
の

接
続
率
向
上
の
た
め
、
開
発
業
者
に

よ
る
原
因
者
負
担
で
設
置
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
現
在
他
市

町
で
も
協
議
中
で
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

（
質
問
二
）
障
が
い
者
の
表
記
に
つ

い
て障

害
者
・
障
害
児
の
表
記
を
、
障

が
い
者
・
障
が
い
児
の
表
記
に
改
め

て
頂
き
た
い
。

（
答
弁
）

「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
と
ひ
ら

が
な
表
記
に
改
め
る
自
治
体
が
増
加

し
て
い
る
。
対
象
は
広
報
資
料
・
啓

発
資
料
等
で
、
法
令
・
条
例
等
の
文

書
及
び
名
称
は
適
用
除
外
で
あ
る
。

法
令
・
条
例
等
に
基
づ
か
な
い
町

が
作
成
す
る
公
文
書
・
広
報
等
は
、

で
き
る
だ
け
「
障
が
い
」
と
表
記
し
、

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
む
。

（
質
問
三
）
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

に
つ
い
て

①

定
額
給
付
金
と
同
時
期
に
発
行

さ
れ
る
の
か
。

（
答
弁
）

定
額
給
付
金
が
商
品
券
に
利
用
で

き
る
よ
う
予
約
販
売
の
時
期
を
早
め

る
等
商
工
会
と
協
議
を
し
て
い
る
。

（
質
問
三
）
②

商
品
券
発
行
の
増
額
予
定
は
あ
る

か
。

（
答
弁
）

緊
急
経
済
支
援
対
策
と
し
て
商
工

活
性
化
事
業
補
助
金
の
増
額
を
予
定
。

平
成
二
十
一
年
度
の
商
品
券
は
、

一
億
五
千
万
円
の
発
行
額
と
な
る
よ

う
商
工
会
と
協
議
を
し
て
い
る
。

（
質
問
三
）
③

広
く
町
民
に
行
き
渡
る
よ
う
、
購

入
額
の
制
限
や
窓
口
の
一
本
化
は
で

き
な
い
か
。

（
答
弁
）

商
品
券
を
多
く
の
方
に
購
入
頂
け

る
よ
う
、
購
入
限
度
額
を
設
け
て
い

る
。
購
入
頂
け
な
か
っ
た
方
に
は
、

昨
年
度
は
名
簿
を
作
成
し
次
年
度
に

優
先
的
に
購
入
で
き
る
等
、
状
況
に

応
じ
工
夫
を
し
、
販
売
し
て
い
る
。

（
質
問
三
）
④

商
品
券
の
最
低
額
を
千
円
か
ら
五

百
円
に
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

五
百
円
券
の
発
行
は
、
印
刷
費
・

,

,

,

,
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偽
造
防
止
費
用
等
が
増
加
し
、
発
行

に
至
っ
て
な
い
。
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
実
現
に
向
け
協
議
を
行
う
。

（
質
問
四
）
庁
舎
の
改
築
に
つ
い
て

①

夏
場
の
職
場
環
境
を
考
慮
し
、

高
反
射
率
塗
料
を
屋
上
に
塗
装
し
て

は
ど
う
か
。

②

幼
稚
園
及
び
保
育
所
の
屋
上
を

高
反
射
率
塗
装
す
る
こ
と
で
空
調
の

経
費
削
減
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
答
弁
）

庁
舎
耐
震
改
修
工
事
の
増
築
部
分

の
屋
上
に
つ
い
て
、
塗
装
は
予
定
し

て
い
な
い
が
、
庁
舎
・
中
学
校
・
幼

稚
園
・
保
育
所
等
公
共
施
設
を
対
象

に
窓
ガ
ラ
ス
の
遮
光
、
建
物
の
断
熱
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
等
エ
コ
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
化
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合

理
化
に
関
す
る
法
律
（
省
エ
ネ
法
）

改
正
の
た
め
、
炭
酸
ガ
ス
排
出
量
削

減
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
高

反
射
率
塗
料
の
使
用
の
検
討
を
行
う
。

（
質
問
五
）
ご
み
問
題
に
つ
い
て

①

指
定
袋
制
を
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ご
み
出
し
の
責
任
を
明
確
に
す

る
た
め
、
袋
に
個
人
名
を
署
名
す
る

の
か
。

（
答
弁
）

指
定
袋
導
入
に
つ
い
て
、
現
在
検

討
し
て
い
る
。
先
進
自
治
体
の
取
り

組
み
を
調
査
し
、
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
計
画
を
行
う
。

（
質
問
五
）
②

指
定
袋
の
値
段
は
決
定
し
て
い
る

か
。
近
隣
の
価
格
は
い
く
ら
か
。

（
答
弁
）

鳴
門
市
、
藍
住
町
の
指
定
袋
の
価

格
は
、
大
三
十
五
円
、
中
二
十
五
円
、

小
十
五
円
で
あ
る
。

（
質
問
五
）
③

粗
大
ご
み
は
、
受
益
者
負
担
と
し

て
有
料
化
す
る
の
か
。

（
答
弁
）

粗
大
ご
み
有
料
化
は
、
循
環
型
社

会
形
成
の
た
め
物
を
大
切
に
す
る

「
も
っ
た
い
な
い
精
神
」
を
取
り
戻

す
契
機
と
し
て
検
討
す
る
。

（
質
問
六
）
成
年
後
見
に
つ
い
て

①

認
知
症
高
齢
者
及
び
知
的
障
が

い
者
に
お
い
て
、
成
年
後
見
を
必
要

と
す
る
人
が
増
え
て
く
る
。
北
島
町

に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
利
用
事
業

は
実
施
し
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

認
知
症
高
齢
者
等
に
対
す
る
成
年

後
見
制
度
の
普
及
・
啓
発
に
つ
い
て
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
相
談
窓

口
と
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

（
質
問
六
）
②

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
実

施
要
綱
は
で
き
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

平
成
十
二
年
四
月
一
日
に
禁
治
産

・
準
禁
治
産
制
度
を
改
め
た
成
年
後

見
制
度
が
新
し
く
設
け
ら
れ
た
。
本

町
に
お
い
て
も
平
成
二
十
年
二
月
に

北
島
町
成
年
後
見
人
制
度
に
お
け
る

町
長
の
申
立
等
に
関
す
る
要
綱
を
設

置
し
て
い
る
。

（
質
問
六
）
③

近
隣
町
の
取
組
状
況
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

板
野
郡
内
に
お
い
て
も
同
様
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

（
質
問
六
）
④

二
〇
三
五
年
に
は
北
島
町
も
高
齢

化
率
三
一
・
五
％
と
な
り
、
人
口
が

減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
地

域
で
お
互
い
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

（
答
弁
）

超
高
齢
社
会
を
地
域
で
支
え
て
い

く
た
め
、
町
民
が
高
齢
社
会
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
ら

の
問
題
と
し
て
取
り
組
む
意
識
が
持

て
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用

し
て
、
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。

具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
認
知

症
予
防
の
推
進
、
相
談
・
支
援
体
制

の
充
実
、
認
知
症
高
齢
者
の
見
守
り

事
業
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
の
整

備
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
事
業
等

で
あ
る
。

（
質
問
七
）
将
来
に
向
け
て
の
北
島

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①

北
島
町
と
し
て
独
自
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

（
答
弁
）

本
町
で
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
、
北
島
町
行
動
計
画
、
北
島

町
振
興
計
画
等
、
都
市
計
画
、
人
権

教
育
を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
各
種
計
画
を
策
定
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

今
後
は
、町
民
と
行
政
が「
協
働
」

と
い
う
理
念
の
も
と
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
作
成
に
参
画
し
、
北
島
町
独
自

の
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
。

（
質
問
七
）
②

農
地
の
あ
り
方
と
都
市
計
画
法
の

存
廃
も
考
慮
し
見
直
し
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

（
答
弁
）

食
料
自
給
率
の
向
上
に
は
農
地
の

確
保
が
急
務
で
あ
る
。
本
町
で
も
、

耕
作
放
棄
地
が
約
八
ｈ
ａ
あ
り
、
そ

の
内
調
整
区
域
の
農
用
地
が
三
・
五

ｈ
ａ
あ
る
の
で
、
こ
の
解
消
を
目
指

し
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
県
に
お
い
て
都
市
計
画
基

礎
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
二

十
一
年
度
以
降
徳
島
東
部
都
市
計
画

全
体
を
見
直
す
計
画
で
あ
る
。

（
質
問
七
）
③

食
料
自
給
率
は
先
進
国
の
中
で
最

低
ラ
ン
ク
で
あ
る
。
地
産
地
消
も
考

慮
し
、
北
島
町
と
し
て
生
き
残
る
道

を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

（
答
弁
）

地
域
農
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
産
地
消
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
品

づ
く
り
等
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
取
り
組
み
つ
い
て
、
農
業
者
団
体

・
関
係
機
関
と
引
き
続
き
協
議
を
行

う
。

羽
坂
登
志
馬
議
員

（
質
問
一
）
学

校
安
全
計
画
と

し
て
の
突
発
時

の
対
応
に
つ
い

て

①

教
育
の
危
機
管
理
と
し
て
町
内

各
校
に
お
け
る
避
難
訓
練
等
、
防
災

に
関
す
る
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

（
答
弁
）

各
校
で
は
、
徳
島
北
署
に
よ
る
交

通
安
全
教
室
、
教
員
に
よ
る
不
審
者

対
応
訓
練
・
下
校
時
不
審
者
対
策
等

を
実
施
。
ま
た
、
消
防
署
指
導
の
も

と
安
全
な
場
所
へ
の
誘
導
や
中
学
校

で
の
初
期
消
火
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
、
最
悪
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
し
、
対
応
が
可
能
な
内
容
と

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
質
問
一
）
②

登
下
校
中
の
災
害
に
対
し
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
行
う
の
か
。
訓
練
実

施
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

校
長
に
よ
る
業
務
指
示
と
教
職
員

に
よ
る
児
童
生
徒
の
所
在
・
安
否
確

認
、
避
難
場
所
へ
の
誘
導
な
ど
訓
練

の
実
施
及
び
検
討
を
し
て
い
く
。

（
質
問
一
）
③

災
害
時
の
重
要
書
類
・
個
人
情
報

等
の
保
管
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

（
答
弁
）

重
要
書
類
・
個
人
情
報
等
の
保
管
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マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
迅
速
に
行

動
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

（
質
問
一
）
④

不
審
者
の
侵
入
に
対
す
る
学
校
安

全
管
理
の
取
り
組
み
が
薄
れ
て
い
る
。

各
校
の
不
審
者
対
策
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

（
答
弁
）

各
校
、
門
扉
の
取
付
け
・
出
入
り

口
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
化
を
実
施
。
徳

島
北
署
の
指
導
に
よ
り
不
審
者
侵
入

時
の
訓
練
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

（
質
問
二
）
北
島
町
空
き
地
等
環
境

保
持
に
関
す
る
条
例
に
お
い
て
不
良

状
態
に
あ
る
空
き
家
・
空
き
地
の
問

題
に
つ
い
て

①

空
き
家
・
空
き
地
が
長
期
間
放

置
さ
れ
、
環
境
ま
た
防
犯
の
観
点
よ

り
周
辺
住
民
か
ら
の
苦
情
が
多
い
。

町
内
の
現
状
を
ど
の
程
度
把
握
し
、

対
応
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

（
答
弁
）

空
き
地
六
十
件
程
度
を
把
握
し
、

台
帳
管
理
し
て
い
る
。
生
活
環
境
の

悪
化
や
防
犯
上
の
問
題
か
ら
、
土
地

所
有
者
に
は
年
二
回
の
除
草
を
お
願

い
し
て
い
る
。

（
質
問
二
）
②

所
有
者
と
連
絡
の
取
れ
な
い
空
き

家
・
空
き
地
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

（
答
弁
）

所
有
者
と
連
絡
の
取
れ
な
い
ケ
ー

ス
は
な
い
。
し
か
し
、
所
有
者
が
県

外
に
在
住
な
ど
、
連
絡
の
取
り
に
く

い
場
合
は
、
不
良
状
態
解
消
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。
一
日
も
早

い
不
良
状
態
の
解
消
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
質
問
三
）
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

に
伴
う
、
教
育
行
政
の
プ
ラ
ン
づ
く

り
に
つ
い
て

①

学
校
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、

各
校
に
お
い
て
プ
ラ
ン
づ
く
り
や
態

勢
を
具
体
的
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
小
学
校
で
の
英
語
教
育
や
中
学

校
で
の
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
深
刻

化
し
て
い
る
中
、
各
教
科
の
学
習
内

容
の
変
化
や
量
的
増
加
な
ど
、
多
く

の
課
題
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考

え
か
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

小
学
校
は
平
成
二
十
一
、
二
十
二

年
度
移
行
措
置
と
な
り
、
英
語
教
育

は
総
合
学
習
の
一
時
間
を
使
用
し
、

学
級
担
任
に
よ
る
指
導
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
が

各
校
で
授
業
を
行
う
。
「
中
一
ギ
ャ

ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、
一
学
年
団
の

教
員
が
学
年
全
体
の
問
題
と
し
て
早

期
把
握
・
早
期
解
決
に
向
け
て
協
力

体
制
を
組
む
方
針
で
あ
る
。

（
質
問
三
）
②

授
業
時
間
の
確
保
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

授
業
時
間
の
確
保
は
、
行
事
の
精

選
や
週
の
授
業
時
数
で
対
応
し
て
い

る
が
、
不
足
す
れ
ば
、
長
期
休
業
等

の
利
用
も
必
要
と
考
え
る
。

（
質
問
四
）
児
童
虐
待
の
早
期
発
見

事
業
に
つ
い
て

①

生
後
四
カ
月
ま
で
の
乳
児
が
い

る
家
庭
を
対
象
に
、
保
健
師
訪
問
事

業
を
厚
生
労
働
省
が
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
い
る
。
都
道
府
県
ご
と
の
取
組
状

況
に
大
き
な
差
が
出
て
い
る
が
、
北

島
町
に
お
け
る
訪
問
家
庭
数
及
び
訪

問
時
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
伺
い
た
い
。

（
答
弁
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
と
し

て
平
成
十
九
年
度
よ
り
開
始
し
、
子

育
て
の
悩
み
を
伺
い
情
報
提
供
を
行

う
と
と
も
に
、
母
子
の
心
身
状
況
等

の
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
年
度
は
十
二
月
末
現
在
、

出
生
数
一
七
八
名
、
訪
問
実
績
八
十

二
名
、
面
接
対
応
六
十
三
名
、
手
紙

等
で
対
応
三
十
三
名
で
あ
る
。

（
質
問
四
）
②

家
庭
訪
問
の
際
、
異
常
を
発
見
し

た
場
合
は
ど
の
よ
う
な
手
順
で
防
止

策
を
図
る
の
か
。

（
答
弁
）

訪
問
時
に
支
援
が
必
要
と
判
断
し

た
家
庭
へ
の
対
応
は
、
継
続
し
た
訪

問
支
援
が
出
来
る
よ
う
信
頼
関
係
を

作
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
絡

を
取
り
な
が
ら
支
援
を
行
う
。

（
質
問
四
）
③

妊
娠
期
か
ら
母
子
の
健
康
づ
く
り

を
支
援
す
る
子
育
て
広
場
や
各
教
室

は
、
ど
の
程
度
利
用
さ
れ
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

妊
娠
期
か
ら
母
子
の
健
康
づ
く
り

や
子
育
て
を
支
援
す
る
教
室
等
を
実

施
。
各
参
加
状
況
は
、
「
お
母
さ
ん

教
室
」
三
十
五
名
、
「
パ
パ
マ
マ
フ

ェ
ス
タ
」三
十
五
組
、「
育
児
教
室
」

九
十
三
名
、
「
子
育
て
広
場
」
一
九

八
組
、「
お
母
さ
ん
の
お
話
タ
イ
ム
」

一
二
〇
組
、
「
お
母
さ
ん
の
健
康
相

談
」
は
十
四
名
の
利
用
で
あ
る
。
今

後
も
利
用
し
や
す
い
事
業
を
実
施
し

て
い
く
。

増
谷
禎
通
議
員

（
質
問
一
）
住

基
カ
ー
ド
多
目

的
化
に
つ
い
て

①

住
基
カ
ー

ド
の
普
及
数
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

②

住
基
カ
ー
ド
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
入
力
さ
れ
て
い

る
か
。

③

今
回
の
カ
ー
ド
多
様
化
に
よ
り

電
子
化
事
務
能
率
化
が
図
れ
る
か
。

（
答
弁
）

北
島
町
の
住
基
カ
ー
ド
交
付
枚
数

は
、
一
七
八
枚
で
人
口
割
で
約
〇
・

八
二
％
で
あ
る
。
徳
島
県
は
、
七
、

一
二
六
枚
で
約
〇
・
八
九
％
で
あ
る
。

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、
「
住
民
票
コ

ー
ド
」
と
「
暗
証
番
号
」
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。

改
正
は
、
国
税
の
電
子
申
告
や
身

分
証
明
書
と
し
て
役
立
て
る
た
め
、

写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
手
数

料
を
平
成
二
十
一
、
二
十
二
年
度
に

限
り
無
料
と
し
普
及
を
推
進
す
る
。

（
質
問
二
）
ご
み
有
料
化
問
題
に
つ

い
て

①

い
つ
か
ら
有
料
化
に
す
る
の
か
。

②

ご
み
指
定
袋
は
分
別
の
色
分
け

を
す
る
の
か
。
ま
た
、
名
前
を
書
く

よ
う
に
す
る
の
か
。

③

業
者
も
指
定
袋
に
よ
る
分
別
を

さ
せ
る
の
か
。

（
答
弁
）

ご
み
有
料
化
、
指
定
ご
み
袋
の
導

入
に
つ
い
て
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

ご
み
の
減
量
等
を
推
進
す
る
た
め
、

先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
を
調
査
し
、

町
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
計
画

す
る
。

（
質
問
二
）
④

業
者
ご
み
の
分
別
が
で
き
て
な
い

の
で
、
こ
の
際
、
業
者
の
ご
み
収
集

は
ト
ラ
ッ
ク
に
し
て
は
ど
う
か
。

（
答
弁
）

平
成
二
十
一
年
度
一
般
廃
棄
物
処

理
業
許
可
に
際
し
、
一
般
廃
棄
物
処

理
業
者
に
ダ
ン
プ
及
び
平
ボ
デ
ィ
ー

車
へ
の
切
り
替
え
を
要
請
す
る
。
分

別
方
法
に
従
っ
て
い
な
い
廃
棄
物
を

搬
入
し
た
場
合
は
、
改
善
が
確
認
で

き
る
ま
で
搬
入
を
停
止
す
る
。

（
質
問
三
）
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
に
つ
い
て

①

事
業
全
体
計
画
を
議
会
に
説
明

し
た
こ
と
は
あ
る
か
。
ま
た
、
総
事

業
費
、
起
債
は
い
く
ら
か
。

（
答
弁
）

全
体
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

九
年
第
一
回
定
例
会
の
産
業
建
設
常

任
委
員
会
に
お
い
て
説
明
し
て
い
る
。
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ま
た
、
当
初
計
画
で
総
事
業
費
三

四
億
六

四
〇
〇
万
円
、
起
債
額
は

九
億
七
三
〇
〇
万
円
を
予
定
し
て
い

る
。

（
質
問
三
）
②

各
事
業
の
工
程
表
を
示
せ
。

（
答
弁
）

道
路
に
つ
い
て
、
町
道
九
五
三
号

線
が
平
成
十
九
年
度
か
ら
平
成
二
十

三
年
度
、
町
道
四
五
一
号
線
が
平
成

二
十
二
年
度
と
平
成
二
十
三
年
度
、

町
道
二
五
号
線
が
平
成
十
九
年
度
と

平
成
二
十
年
度
、
町
道
九
四
〇
号
線

が
平
成
二
十
年
度
、
町
道
九
三
七
号

線
が
平
成
二
十
二
年
度
、
町
道
九
三

八
号
線
が
平
成
十
九
年
度
と
平
成
二

十
一
年
度
で
あ
る
。

地
域
生
活
基
盤
施
設
に
つ
い
て
、

八
丁
野
地
区
排
水
路
整
備
事
業
が
平

成
十
九
年
度
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
、

老
門
ポ
ン
プ
場
改
修
事
業
と
中
央
排

水
機
場
改
修
事
業
が
平
成
十
九
年
度

と
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十

三
年
度
、
公
民
館
耐
震
改
修
が
平
成

十
九
年
度
と
平
成
二
十
年
度
で
あ
る
。

高
次
都
市
施
設
に
つ
い
て
、
地
域

学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
が
平
成
二
十
年

度
、
水
辺
プ
ラ
ザ
が
平
成
二
十
年
度

と
平
成
二
十
一
年
度
で
あ
る
。

地
域
創
造
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

地
蔵
川
改
修
が
平
成
十
九
年
度
か
ら

平
成
二
十
二
年
度
、
仁
木
ノ
浜
川
改

修
が
平
成
二
十
三
年
度
、
庁
舎
耐
震

改
修
が
平
成
十
九
年
度
と
平
成
二
十

年
度
、
防
災
マ
ッ
プ
が
平
成
二
十
年

度
で
あ
る
。

事
業
評
価
調
査
は
平
成
二
十
三
年

度
予
定
し
て
い
る
。

（
質
問
三
）
③

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
は
、
従
来
の

補
助
制
度
で
は
な
い
使
い
勝
手
の
良

い
制
度
で
あ
る
。
旧
吉
野
川
の
護
岸

を
国
土
交
通
省
に
し
て
貰
う
代
わ
り

に
休
憩
所
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
な
い
。
無
駄
な
事
業
は
や

め
る
べ
き
で
な
い
か
。

（
答
弁
）

水
辺
プ
ラ
ザ
事
業
は
、
洪
水
な
ど

災
害
対
策
と
同
時
に
、
恵
ま
れ
た
川

辺
を
生
か
し
た
人
々
の
交
流
の
拠
点

化
を
目
指
す
国
土
交
通
省
と
北
島
町

と
の
協
同
事
業
で
あ
り
、
最
小
限
の

施
設
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
四
）
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

①

各
家
庭
へ
の
引
き
込
み
工
事
は

行
っ
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

町
道
一
八
八
号
線
の
工
事
に
つ
い

て
、
九
戸
が
引
き
込
み
対
象
で
あ
り
、

九
戸
す
べ
て
公
共
汚
水
ま
す
の
設
置

工
事
を
進
め
て
い
る
。

町
道
六
三
三
号
線
他
五
線
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
二
五
戸
が
引
き
込
み

対
象
で
あ
り
、
二
四
戸
の
工
事
を
進

め
て
い
る
。
残
り
の
一
戸
に
つ
い
て

も
、
承
諾
を
お
願
い
し
て
い
る
。

（
質
問
四
）
②

役
場
周
辺
の
引
き
込
み
工
事
は
進

展
し
た
か
。

（
答
弁
）

受
益
者
負
担
金
・
使
用
料
が
決
定

次
第
再
度
訪
問
す
る
約
束
で
あ
る
。

（
質
問
四
）
③

下
水
道
条
例
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
行
う
の
か
。

（
答
弁
）

平
成
二
十
一
年
四
月
の
供
用
開
始

に
向
け
、
町
報
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
、
説
明

会
を
開
催
す
る
。

（
質
問
五
）
教
育
問
題
に
つ
い
て

①

国
際
交
流
事
業
は
カ
ナ
ダ
の
中

学
校
と
交
流
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

平
成
二
十
一
年
度
の
研
修
時
期
に

つ
い
て
、
カ
ナ
ダ
の
ア
ー
ル
マ
リ
オ

ッ
ト
校
よ
り
北
島
町
の
希
望
で
あ
る

九
月
中
旬
で
の
研
修
で
了
解
を
得
ら

れ
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
今
後
、

研
修
の
実
施
に
向
け
検
討
す
る
。

（
質
問
五
）
②

全
国
学
力
調
査
や
体
力
調
査
は
な

ぜ
公
表
し
な
い
の
か
。

（
答
弁
）

授
業
改
善
、
学
習
習
慣
の
育
成
、

生
活
習
慣
の
改
善
の
た
め
実
施
さ
れ

て
お
り
、
過
度
な
学
校
間
競
争
を
煽

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
公
表
し
て
い

な
い
。

（
質
問
五
）
③

公
表
す
る
こ
と
は
何
も
競
争
に
つ

な
が
る
こ
と
で
は
な
い
。
い
い
方
に

改
善
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

（
答
弁
）

授
業
改
善
、
全
校
集
会
で
の
工
夫
、

業
間
時
間
の
活
用
な
ど
で
、
体
力
向

上
へ
の
方
策
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

（
質
問
六
）
中
学
校
解
体
問
題
に
つ

い
て

①

振
動
に
よ
る
被
害
状
況
を
伺
い

た
い
。

②

被
害
補
償
や
町
の
責
任
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

南
校
舎
解
体
工
事
に
伴
う
被
害
状

況
に
つ
い
て
、
事
後
調
査
を
実
施
し

工
事
と
の
関
連
に
つ
い
て
調
査
し
対

応
す
る
。

（
質
問
六
）
③

工
事
業
者
と
の
話
し
合
い
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

（
答
弁
）

事
後
調
査
の
結
果
、
工
事
の
影
響

に
よ
り
家
屋
等
に
被
害
が
認
め
ら
れ

た
と
き
は
対
応
す
る
。

（
質
問
六
）

④

騒
音
や
振
動
の
規
制
法
が
守
ら

れ
て
い
な
い
が
ど
う
考
え
る
か
。

⑤

苦
情
が
来
た
段
階
で
、
騒
音
・

振
動
測
定
を
行
っ
た
か
。

（
答
弁
）

一
月
二
十
五
日
ま
で
は
現
場
か
ら

周
辺
家
屋
ま
で
距
離
が
離
れ
て
お
り
、

振
動
計
・
騒
音
計
は
設
置
し
て
い
な

い
。
二
十
六
日
以
降
は
振
動
計
を
中

学
校
敷
地
八
箇
所
に
設
置
し
て
い
る
。

（
質
問
六
）

⑥

解
体
廃
材
は
適
切
に
処
理
さ
れ

て
い
る
か
。
処
理
の
現
場
を
確
認
し

て
い
る
か
。

⑦

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
信
頼
出
来
る

の
か
。

（
答
弁
）

解
体
廃
材
の
処
理
は
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
よ
り
一
連
の
処
理
工
程
が
す

べ
て
確
認
で
き
、
処
理
現
場
を
確
認

す
る
必
要
は
な
い
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

は
信
頼
で
き
る
。

（
質
問
七
）
町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て町

長
は
二
期
八
年
の
公
約
を
守
り

勇
退
す
る
の
か
。

（
答
弁
）

こ
の
七
年
間
は
厳
し
い
財
政
状
況

へ
の
対
応
に
全
力
を
挙
げ
て
き
た
。

百
年
に
一
度
の
世
界
的
な
大
危
機
に

直
面
し
激
変
す
る
中
、
厳
し
い
課
題

に
全
力
を
挙
げ
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
だ
先
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
は
な

く
、
今
後
と
も
行
政
運
営
に
対
し
協

働
賜
り
た
い
。

,,

【
議
会
傍
聴
の
お
知
ら
せ
】

本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍

聴
は
本
会
議
当
日
、
先
着
順
に

受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
第

二
回
定
例
会
は
六
月
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
日
時
等
に
つ
い
て
は
、

議
会
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

決
定
次
第
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

�
六
九
八
―
九
八
一
一
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徳
島
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
五
月
十
六
日
�
〜
十
七
日
�

＊
初
日
は
十
一
時
〜
十
八
時
、

二
日
目
は
十
時
〜
十
六
時

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
川
久
保
貴
美
子
（
�
〇
八
八

・
六
九
八
・
一
一
三
八
）

没
後
六
十
年
・
海
野
十
三
忌
二
〇
〇
九

野
村
恒
彦
◎
講
演
会

日
時
▼
五
月
十
七
日
�
十
四
時
半

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

演
題
▼「
親
友
二
人
〜
海
野
十
三（
う

ん
の
じ
ゅ
う
ざ
）
と
横
溝
正
史
」

講
師
▼
野
村
恒
彦
（
探
偵
小
説
研
究

家
、兵
庫
県
職
員
、神
戸
市
在
住
）

主
催
▼
海
野
十
三
の
会
（
小
西
�
六

九
八
・
二
九
四
六
）

Ｓ
・
ミ
ー
ド
◎
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム

公
開
レ
ッ
ス
ン
＆
ミ
ニ
演
奏
会

日
時
▼
六
月
五
日
�
十
九
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

聴
講
料
▼
前
売
／
大
学
一
般
二
千
五

百
円
、
小
中
高
二
千
円
（
当
日
各

五
百
円
増
）

＊
未
就
学
児
は
入

場
で
き
ま
せ
ん

出
演
▼
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ミ
ー
ド（
ユ

ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
）

主
催
▼
黒
崎
楽
器
（
�
〇
八
八
・
六

五
三
・
六
六
一
五
）

日
舞
同
好
会
・
四
季
の
舞
発
表
会
⑤

日
時
▼
五
月
三
十
一
日
�
十
二
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
四
季
の
舞
同
好
会
（
河
野
�

〇
八
八
・
六
九
八
・
二
〇
六
一
）

お

り

が

み

の

へ

や

日
時
▼
六
月
六
日
�
十
四
時
〜
十
六

時
会
場
▼
図
書
館
二
階
会
議
室

定
員
▼
制
限
な
し
（
出
入
り
自
由
）

主
催
▼
北
島
町
立
図
書
館

映
画「
ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ
い
」

日
時
▼
六
月
十
三
日
�
二
回
上
映

①
十
四
時
〜

②
十
六
時
半
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
中
学
生
以
上‖

前
売
一
千

二
百
円
（
当
日
一
千
三
百
円
）
、

障
害
者
手
帳
所
持
者‖

当
日
一
千

円
、
小
学
生
以
下‖

無
料

作
品
▼
映
画
「
ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ

い
」
（
二
〇
〇
八
、
九
十
四
分
）

監
督‖

冨
永
憲
治
、
脚
本‖

ジ
ェ

ー
ム
ス
三
木
、
出
演‖

大
路
恵
美

（
お
お
じ
・
め
ぐ
み
）
、
ベ
ン
ガ

ル
、
烏
丸
せ
つ
こ
、
中
山
仁
ほ
か

主
催
▼
映
画
「
ふ
る
さ
と
を
く
だ
さ

い
」
上
映
実
行
委
員
会
（
〇
八
八

・
六
八
三
・
一
九
七
七
）
、

き
ょ
う
さ
れ
ん
徳
島
支
部

■
精
神
障
が
い
分
野
の
問
題
を
和
歌

山
の
共
同
作
業
所
を
舞
台
に
描
い
た

作
品
。
昨
年
五
月
に
開
催
し
、
大
好

評
に
つ
き
ア
ン
コ
ー
ル
上
映
決
定
。

お
み
の
が
し
な
く
！

わ
く
わ
く
・
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
六
月
十
四
日
�
十
時
〜

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
せ
▼
島
浦
（
�
〇
九
〇
・
七
一

四
八
・
四
三
三
九
）

お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

■
毎
週
日
曜
日
十
四
時
か
ら
、
図
書

館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
お

は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第

三
日
曜
日
に
は
手
話
が
つ
き
ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
内
田
麟
太
郎
『
う
そ
な
き
』
ポ
プ

ラ
社

●
村
上
し
い
こ
『
ラ
ン
ド
セ
ル
の
は

る
や
す
み
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

●
竹
内
龍
人
『
だ
ま
さ
れ
る
目

錯

視
の
マ
ジ
ッ
ク
』
誠
文
堂
新
光
社

●
福
岡
政
行
『
２８
の
用
語
で
わ
か

る
！

選
挙
な
る
ほ
ど
解
説
』
フ
レ

ー
ベ
ル
館

●
井
上
洋
介『
ど
っ
か
ら
た
べ
よ
う
』

農
村
漁
村
文
化
協
会

●
関
口
た
か
広
『
お
も
し
ろ
恐
竜
図

鑑
』
国
土
社

《
一

般

書
》

●
新
居
頼
子
『
野
菊
の
よ
う
に
』
教

育
出
版
セ
ン
タ
ー

●
三
嶺
（
さ
ん
れ
い
）
の
自
然
を
守

る
会
編
『
祖
谷
（
い
や
）
そ
ば
の
話
』

三
嶺
の
自
然
を
守
る
会

●
重
松
清
『
ス
テ
ッ
プ
』
中
央
公
論

新
社

●
新
堂
冬
樹
『
殺
し
合
う
家
族
』
徳

間
書
店

●
山
本
渚
『
吉
野
北
高
校
図
書
委
員

会
２
』
メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

●
内
田
康
夫
『
砂
冥
宮
』
実
業
之
日

本
社

●
寺
山
は
つ
『
寺
山
修
司
の
い
る
風

景

母
の
螢
』
中
公
文
庫

▲シンボルマーク

図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り

▲スティーブン
・ミードさん

▲アンコール上映される
映画「ふるさとをください」

◎
六
月
十
五
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で

蔵
書
点
検
の
た
め
図
書
館
は
休
館
し

ま
す
。

図書館の休館日
６月

１日�
８日�
１５日�～２５日�
２９日�

５月
４日�～７日�
１１日�
１８日�
２１日
（第３木・館内整理日）
２５日�

（２３） 町報２００９．５



中村 宇津 春夫「早 春」町報
フォトグラフィ

民家（中村・御供田）の庭に見事な梅の花が咲いていました。
なご

家人の話では、早朝よりメジロなど小鳥がたくさん来て心を和
ませてくれますとのことでした。

空空
手手
道道
練練
習習
生生
募募
集集

北
島
町

空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

い
じ
め
、
非
行
等
様
々
な
出
来
事

が
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。

礼
節
を
重
ん
ず
る
空
手
道
を
学
び
、

や
さ
し
い
心
、
思
い
や
り
の
心
、
そ

し
て
健
康
な
身
体
を
手
に
入
れ
ま
せ

ん
か
。
な
に
よ
り
力
強
い
仲
間
が
、

た
く
さ
ん
で
き
ま
す
よ
。

北
島
町
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
は
小
・
中
学
生
の
練
習
生
を
募
集

し
ま
す
。
（
新
一
年
生
歓
迎
）
一
度

見
学
に
来
て
下
さ
い
。

練

習

日

○
北
島
町
武
道
館
二
階
剣
道
場

火
曜
日
・
七
時
三
十
分
〜

九
時
迄

○
北
島
南
小
学
校
体
育
館

木
曜
日
・
七
時
三
十
分
〜

九
時
迄

連

絡

先

神
野
美
代
子�

六
九
八
―
四
九
〇
八

ドド
ッッ
ジジ
ボボ
ーー
ルル
新新
入入
部部
員員
募募
集集
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